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令和５年勝浦町マラソン議会（ひな会議）会議録第６日目 

 

１ 招集年月日 令和５年３月20日 

１ 招 集 場 所      勝浦町役場議場 

１ 開閉日時及び宣告 

   開 議 ３月20日 午前９時20分   議 長  美 馬 友 子 

   散 会 ３月20日 午後４時29分   議 長  美 馬 友 子 

１ 出席及び欠席議員 

  ○出席議員（10名）        

       １番  花 房 勝 一       ２番  相 原 喜久男 

       ３番  瀬 戸 直 一       ４番  仙 才   守 

       ５番  美 馬 友 子       ６番  麻 植 秀 樹 

       ７番  松 田 貴 志       ８番  篰   公 一 

       ９番  国 清 一 治       10番  井 出 美智子 

  ○欠席議員（０名） 

１ 会議録署名議員 

       ３番  瀬 戸 直 一       ８番  篰   公 一 

１ 地方自治法第121条第１項により説明のために出席した者の職及び氏名 

   町    長  野 上 武 典     副  町  長  山 田   徹 

   教  育  長  市 川 公 雄     政  策  監  春 木 達 也 

   総務防災課長  中 瀬 弘 晴     企画交流課長  寺 尾 由 美 

   税 務 課 長  藤 井 小百合     住 民 課 長  後 藤 信 之 

   福 祉 課 長  長 友 清 美     農業振興課長  上 村 和 也 

   建 設 課 長  海 川 好 史     上下水道課長  大 上 誉 司 

   会 計 管 理 者  正 瑞 美佳子     教育委員会事務局長  石 木 正 昭 

   勝浦病院事務局長  笠 木 義 弘 

１ 職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  松 本 博 文 

１ 議事日程（第５号）        
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        開議宣言 

   日程第１ 町政に対する一般質問 

１ 本日の会議に付した事件 

   日程第１（第６号） 

１ 会議の経過 

   別紙のとおり 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 
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            午前９時28分 開議 

○議長（美馬友子君） おはようございます。 

 傍聴席者の皆様，大変ありがとうございます。 

 今日，朝早くに勝浦中学校の野球部13名，元気に全日本大会のために静岡に出発す

ることができました。皆様も地元からしっかり応援していただきたいなと思っており

ます。 

 それでは，ただいまから令和５年勝浦町マラソン議会ひな会議を開きます。 

 本日の議事日程は，お手元へ配付のとおりでございます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（美馬友子君） 日程第１，諸般の報告を議題といたします。 

 会議等への出席状況を報告いたします。 

 ３月18日，勝浦町農村環境改善センターで開催されました勝浦町人権講演会に瀬戸

議員と私が出席いたしました。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（美馬友子君） 日程第２，町政に対する一般質問を行います。 

 通告表の順序に従って発言を許可いたします。 

 ８番篰公一議員の一般質問を許可いたします。 

 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 議長の許可をいただきましたので，８番議員の一般質問を始

めたいと思います。 

 この写真は，稼勢山の中腹にある私の先輩が手入れをしている桜園のもので，早咲

きのカワヅザクラが終わり，次のヒナザクラ，ソメイヨシノに移るまでの間，レンギ

ョウの花が見事に咲き誇っています。ここからの眺めは心癒やされるものがあり，私

はこの場所で春の訪れを感じていますが，昨日はヒナザクラも五分か六分咲きまでな

っておりました。 

 それでは，通告表の順に沿って質問を行っていきます。 

 まず，１項目めは，職員の不祥事事件についてであります。 

 この件の経緯と再発防止については，既に説明を受けていますし，17日の一般質問
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でも２名の議員が取り上げました。町民の中からは，公文書偽造にも当たる今回の横

領事件，町はもっと厳しい対応をすべきであったのではないか，それが一番の再発防

止策になるのだとの声も聞きます。今回，私はこの事件，予兆はあったのになぜ防げ

なかったのかという点で質問します。 

 私は2021年のひな会議の一般質問で職員の不適切な事務処理の問題を取り上げ，町

も対応策を実施することにし，責任を取る形で，町長，副町長は報酬カットまでしま

したが，残念ながらその教訓は生かされませんでした。まず，春木政策監に尋ねます

が，2021年ひな会議で前任の大久保政策監は，職員の不適切な事務処理は多いと感じ

ている。特定の者が担当する事務に集中している状況と答弁してます。この件につい

て，前任者からはどのような申し送りがあったのか。あったとすれば，それに対して

どのように対応してきたのか，答弁願います。 

○議長（美馬友子君） 春木政策監。 

○政策監（春木達也君） おはようございます。 

 前任者の大久保政策監からどのような申し送りがあったのかというご質問でござい

ます。 

 前任者からは，事務の進め方や事務処理能力といった点で，期待するレベルに達し

ていないと思う職員が何名かいますというふうなことで，何名かのお名前も聞いては

おりました。ただ，職員一人一人について，これまでどのようなことがあったといっ

た具体的な事例を挙げての申し送りは受けておりません。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 政策監は17日の答弁で，客観的に見て，町の職員はスピード

感に欠けていると。上司に対する返答が遅く，内容もすり合わせが不十分な点が見ら

れる旨の答弁をしました。それに対してどのような指導が必要と思いますか。 

○議長（美馬友子君） 春木政策監。 

○政策監（春木達也君） この点に関しては，繰り返し何度も何度も注意するような

感じで，体に染みつくといいますか，そういったことが必要なんではないかと思いま

す。 

 以上でございます。 
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○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 町民の模範となる職員にそういうようなレベルの指導をしな

ければいけないというのは，非常に残念な気がします。 

 副町長に尋ねますが，議員の中には，以前から，今回事件を起こした職員の不正の

うわさを耳にしていたことがあります。職員の中にもそうした認識をしていた人もい

るようなことも聞きます。副町長はそうしたうわさを認識していたことはあります

か。 

○議長（美馬友子君） 山田副町長。 

○副町長（山田 徹君） 今回事件を起こした元職員についての悪いうわさがあった

のを認識しているかどうかというふうなことであろうかと思います。 

 まず，この職員に対して，怪文書，匿名の文書でそのような指摘があったというこ

とは認識はいたしております。あと職員の中からこの職員についての悪いうわさ，そ

れ以外というふうなことであれば，若干，事務処理，こちらのほうについては雑さが

見受けられるというふうなうわさというのは聞いておりました。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 怪文書というような認識はしていたというようなことでの答

弁でした。よく言われるように，火のないところに煙は立たないということで，うわ

さには必ず元になるようなことがあったのだろうと思いますが，そのときにもう少し

アンテナを張っていれば，こういうことにはならなかったんではないかと思います

が，それに対してどうですか，もう少し突っ込んだ対応をしておけばよかったという

ような感じはありますか，副町長。 

○議長（美馬友子君） 山田副町長。 

○副町長（山田 徹君） 怪文書が出た当時，この職員，事務的な不適切事例がござ

いました。それもありましたので，当時からご本人に指導，あるいは文書を作った後

の指導っていうふうなものを，時を見て実施していたところではございます。ただ，

それが今回のような大きな事件につながる歯止めにならなかったということは，指導

の仕方，あるいは話の仕方，心に響くような説明，指導ができなかったのかと反省は

いたしているところでございます。 
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 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） まさに対応が歯止めにならなかった，その点に尽きると思う

んですが，その点について，最高責任者である町長に聞きますが，先ほども言いまし

たように，２年前のひな会議で私がこの不適切な事務処理を取り上げたときに，町長

の答弁は，課長を除いた全職員に面談をしたというような答弁がありました。しか

し，この面談の後も，昨年まで不正は続いていたということになります。私はこのこ

とが一番ショックなんですよ。町が対応したのに，その後も不正が続いていた。それ

も金額的にはさらに上回っているような不正があったというようなこと。そのときの

町の対応は功を奏さなかった，結果的に。そういうことになる。非常にこれは残念な

ことであります。なぜそこで止まらなかったのか，止められなかったのか。おざなり

な対応でしかなかったのではないかと私は思います。この点をどう思われるかが１

点。 

 それと，面談の当時，その職員に不信感は抱かなかったのかの点，この２点につい

て答弁をお願いします。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） おはようございます。 

 議員ご質問の，私が面談したとき，十分でなかったのではないかっていうことです

が，この面談につきましては，課長職を除いた全職員，それぞれの職員の適性とか，

あるいは今の執務状況，そういったものについて確認すると。また，自分がどういっ

た仕事を希望するかというような，そういったところも視野に入れての職員の面談で

あったかと思います。議員がおっしゃるように，もう尽きるんですが，私にそのとき

の見る目がなかったのかっていうのは，今さらながらに反省に足りないところではご

ざいますが，もう一点。 

○８番（篰 公一君） そのときに不信感は感じなかったのか。その職員ともしとる

わけでしょ，面談を。 

○町長（野上武典君） そういった事務処理のミスが続いておったということで，最

近はどうなんだっていうような問いは，そういった事務処理のミスがあったことにつ

いてはしたところなんですが，不正が続いているという状況は，それもまた見抜けな
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かったというのが，もう自分の不徳の致すところと言うしかないかと思います。大変

申し訳ございませんでした。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 町長の答弁では，当時の面談は執行状況の確認とか，昨日の

答弁にもありましたが，職員との面談には自己申告の内容を話し合うというようなこ

とで面談をしているというようなことと思うんですが，やはり制度ややり方を幾ら変

えても，また整えても，人がする以上，必ず隙間っていうんがあります。それは，研

修だけではなかなかそれが改善すると思いません。こういうような悪質的な事件とい

うのを防止するためには，職員個々ともっと突っ込んだ，じかに向き合うことが大切

と思うんですが，その点について，もう一度，町長のご見解をお願いします。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 最近，特にコロナもあって，コミュニケーションが職員同士

でも，また課の中でも，また私どもとのコミュニケーションっていうのも薄くなって

いるというのは事実かなというふうに思っております。こういった案件，事件があっ

たということもありますし，また職員個々のそれぞれの考え方っていうのを最高責任

者として把握をする上で，できれば新年度に入って，時期を見て，またそういった個

別の面談等の方法も取って，こういった再発防止に向けて図っていきたいなというふ

うに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 内部告発やうわさだけでは，最近はパワハラの件などがあっ

て，非常に難しい対応の仕方もあるとは思います。しかし，厳しい対応が必要な場合

には，断固としてその処置を取っていただきたいと思います。 

 次に，前川キャンプ場をどのように整備し活用していくかについて質問します。 

 前川キャンプ場は，景観のよさ，大小２つのバーベキュー設備や調理場，トイレ，

シャワーが完備されているなど，施設の充実，管理人さんの行き届いた掃除や応対，

そして何よりも無料ということで，以前から人気が高かったのですが，最近は新型コ

ロナの流行でアウトドア志向が高まり，さらに利用客が増えています。この図でも分
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かりますように，平成30年と比べ，令和３年には利用客が倍増しています。今後も快

適に利用してもらえるようにするため，当面の対応と将来的な展望について質問しま

すが，まずは企画交流課長に答弁をお願いするようになります。 

 まず，用地，これが現在のキャンプ場の上空からなんですが，一番下の12の３，こ

こがキャンプ場に当たりますが，山林扱いで課税の対象ともなっておりますが，こ

れ，管理人さんから借りていますが，多分，今まで無償と思いますが，借用の合意と

いう契約書はきちんと交わされているのか。ちなみに星谷運動公園のトイレは，毎

年，借用料が計上されています。地権者の方が無料でよいというのであれば，それは

それでありがたいことなんですが，それでも，覚書程度でもいいと思うんですが，今

後のために書いたものが必要ではないかと思いますが，どうでしょうか。 

○議長（美馬友子君） 寺尾企画交流課長。 

○企画交流課長（寺尾由美君） おはようございます。 

 前川キャンプ場の用地の借用の契約書についてでございますが，施設の整備を行い

ましたのが平成元年度となっております。用地借用の契約書について確認をしており

ましたが，見つけることができませんでしたので，早急に対応したいと考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 多分そのときはあったのかも分からんし，管理人さんのほう

も代が替わって，問い合わせたところ，見当たらないということなんで，いずれにし

ろ，今後のためを思ったら，書いたものを残しておくのが必要と思いますので，早急

に対応をお願いしたいと思います。 

 次に，委託料金ですが，先ほど示したとおり，利用客はすごく増えております。倍

増しております。それに伴い管理業務も当然増えてきています。これ，別に管理人さ

んから要望されたわけではないのですが，委託料です。令和５年度は既に予算が計上

されているので，そのままとは思いますが，できたらこの５年度中に関係者で協議

し，適切な額にすべきと思いますが，どうでしょうか。 

○議長（美馬友子君） 寺尾企画交流課長。 

○企画交流課長（寺尾由美君） コロナ禍やキャンプの人気などで，夏場以外の利用
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者も増加をしていることは認識しております。先ほど議員もおっしゃられたように，

非常に丁寧な管理を行っていただいておりますことから，前川キャンプ場につきまし

ては，令和５年度に今後の活用などを見直す予定としておりますので，その中でほか

の施設とも照らし合わせながら，委託料についても精査をする必要があると考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） ぜひよろしくお願いします。管理する上で，トイレとかシャ

ワー，これ，コウモリが飛んできて，コウモリのふんとかが非常に多いです。これを

防ぐ術がないんです，ネットを張るわけにもいかず。そういうことがありますので，

目に見えないところで非常に多くの作業をしていただいておりますので，そのあたり

のことも考慮していただきたいなと思います。 

 次に，キャンプ場内の樹木についてであります。 

 キャンプ場ができてから30年以上がたち，当初に植えられた木も大きくなり，不都

合な面が目立っています。このサクラの木は大きくなり過ぎて，管理人さんの庭まで

枝が伸び，葉っぱなんかが管理人さんの庭のほうに非常に落ちて迷惑をかけていま

す。それと，これは川に向かってなんですが，利用客の方に聞くと，ここの眺めが一

番ええということを聞くんですが，これも枝がずっと下がってきて，景観が損なわれ

ています。これは利用客の方がテントを張ったり，河原でするんですが，もうそこも

ヨシガヤがいっぱいになってきて，これ，テントを張るのができないんです。このほ

かにも安全面でも問題があります。スズメバチとかが巣をしている木もありますし，

また入り口付近にも，木が大きくなり過ぎて出入りがしにくいというようなことがあ

ります。ありがたいことに，令和５年度の当初予算に樹木伐採の予算が計上されてお

り，ここらあたりが大分改善されるのではないかと思うんですが，どうせ予算を計上

して伐採していただくのなら，利用客が増える前，もう５月の連休ぐらいから増えて

きますので，その前に実施してもらいたいんですが，どのような予定になってます

か。 

○議長（美馬友子君） 寺尾企画交流課長。 

○企画交流課長（寺尾由美君） 令和５年度の予算におきまして，台風や強風時の倒
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木のリスク回避のため，それから枯れ木の伐採も行います。また，剪定による景観の

維持などの整備を予定しております。先ほどおっしゃられたように，台風などが来る

前の早い時期に対応をしてまいりたいと思いますので，予算が通り次第，内容を検

討，ご相談をさせていただきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 新年度に入りましたら早急に手を打っていただきたいと思い

ますので，よろしくお願いします。 

 そのほかにも，施設について不具合，小さなことなんですが，かなり見受けられま

す。これはトイレのところの排気筒も折れ曲がってます。私も直そうと思ったんです

が，１人の力では直りませんでした。それと，これはトイレの表示です。女性のほう

はあるんですが，男性のほうは落ちてもうなくなってますし，このドアも，普通は開

けたとき，ちょっと止まるんですが，もう止まらないような状況。バンガローのこの

戸板も取れています。一度，よく施設全体を点検していただいて，軽微な修繕で済む

ようなものもあると思いますが，これは早急に対応が必要ではないかと思いますが，

どうでしょうか。 

○議長（美馬友子君） 寺尾企画交流課長。 

○企画交流課長（寺尾由美君） おっしゃるとおり，軽微な不具合につきましては修

繕費の範囲内で対応できると思いますので，そちらのほうについては行ってまいりた

いと考えております。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） よろしくお願いします。 

 それと，これはバーベキュー施設の屋根です。非常にさびが浮いてきています。こ

れは大きいほうのバーベキュー，調理場のところの上ですが，見るからに何か傷んで

るなというような感じなんですが，このまま置いておくと屋根本体が傷んでしまっ

て，大きな修理が必要になるおそれがあります。これは早めに対応したほうがええと

思いますが，何分にも予算を伴うことでもありますので，よく調査をして，計画的に

整備をする必要があると思いますが，どうでしょうか。 

○議長（美馬友子君） 寺尾企画交流課長。 
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○企画交流課長（寺尾由美君） 軽微な修繕等は対応が可能としておりますが，大き

な予算を伴うものにつきましては，優先順位をつけて計画的に対応してまいりたいと

考えております。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） この屋根のペンキの塗り直し，四，五年前にも一度提言した

ことがあるんですが，担当者が替わったりとか，そういうこともありまして，その

分，年々やはりさびの分が増えてきてます。ここらあたり，よく点検していただい

て，専門の業者にも見ていただくなどして対応していただきたいな思います。 

 以上，当面の課題について申し上げましたが，この施設，将来的にどのようにして

いくのかという展望が必要になってきます。それによって，駐車場の拡張，現在，利

用客が増えてるのに駐車場が狭いというようなことで，河原のほうに駐めたり，利用

者同士が非常に駐めにくいというふうなことになってます。今までのところ，事故っ

ていうのは聞いてないんですが，今後，事故もあるかも分かりませんので，利用客が

増えてくるようでしたら，駐車場の拡張が必要になろうかと思います。 

 それと，またバンガローをどうするかというような問題も出てきます。これ，現

在，バンガローは２棟あります。造られてから30年以上，一度も使うことなく現在に

至っています。これ，中はまだ非常にきれいなんです。まさに宝の持ち腐れではない

かなと思います。中はきれいですが，外側のほうは，先ほども写真で見せましたよう

に，傷みもかなり進んできていますので，せっかくの施設，どうにかして利用する方

法はないのかどうか。しかし，利用するとなると，これ，バンガローのすぐ近くにあ

る斜面です。非常に大きな木がもう倒れかかってくるような状況になってます。こう

い対策も必要なんではないかなと思いますが，このバンガローを利用できるようにす

るのか，撤去してテントが張れるような場所にするのか。先ほど課長は，令和５年度

中にここの利用について，一遍見直しをするというようなことでしたが，具体的には

どのようにするのか，答弁お願いします。 

○議長（美馬友子君） 寺尾企画交流課長。 

○企画交流課長（寺尾由美君） 前川キャンプ場の今後の活用についてでございま

す。 

 これまでのところでは，バンガローにつきましては，公共施設等の総合管理計画と
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か個別計画におきまして，令和６年度に撤去を予定しておりました。このことを踏ま

えて，令和５年度におきましては，サテライトオフィスが誘致事業の中で外部の方か

らの意見を参考にし，活用方法や施設の見直し等を行う予定としております。その中

でバンガローの在り方や駐車場の必要性なども含まれると考えます。予定どおり撤去

をすることになるのか，テント設置スペース等を広くするか，もしくはバンガローを

別の用途に活用するかなどの検討事項は多々あると思いますが，５年度において検討

を行いたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 今課長が答弁していただいた駐車場，それとこのバンガロー

の利活用，６年度にもともとは撤去予定だったが，せっかくの施設ですので，これ，

多分，補助金をもらって造ったもんと思います。私も議員になったときにこれのこと

について調べてみたことがあるんですが，個数が２個ということでは宿泊には使えな

いというようなことでした。しかし，もう30年以上もたってますので，何か有効に，

宿泊施設でなくても，急に雨が降ってきたときの避難の荷物を置くようにするとか，

いろんな活用があると思うんですが，今回，外部の人の意見も参考にして見直すとい

うこと，これは非常にいいことと思いますので，ぜひそういう，ひょっとしたら長け

た目を持ってる方がおると思いますので，よいような活用方法をつくっていただいた

らなと思いますが。 

 最後に町長に尋ねますが，町長，この前川キャンプ場のことについては，いろいろ

と今まで気を遣っていただいたことは私も十分に認識してます。それで，この前川キ

ャンプ場，将来的にどのように活用していくのか，町長はどのような所見を持ってい

るのか。現在のようにコンパクトなままの状態で維持していくのか，それはそれで使

いやすいと思うんです。それとも，町の魅力を高めるためのツールの一つとして，町

外からも多くの利用客を呼び込めるような施設として充実していくのか，どのように

考えているのか，町長の見解をお尋ねします。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） この件につきまして，議員おっしゃるように古くなっている

んですが，大変人気のある場所で，また施設であるというふうに思っております。こ
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の施設のいろんな維持補修等があったときには，本当にかせやまクラブの皆様には，

維持修繕，前，バーベキュー施設が壊れたときにつきましても，そういったことにつ

いてもみんなが出役でやっていただいたと。横瀬区の中でのいろんな施設，あるいは

公共施設について，かせやまクラブが中心となって，先日は河川の清掃であったり，

本当にお世話になっているのはありがたいことというふうに思っております。多分，

ここは無料である，気軽に来れるっていうようなことで，町外から，県内ぐらいから

の，この施設，来場者は多いんじゃなかろうかというふうに思っております。大きく

お金をかけるっていうんではなくて，すぐに自然に親しめるキャンプ場として，でき

れば続けていきたいというふうに思っております。 

 ただ，大きな水が出ると非常に危険になってくる。川遊び等も危険になってくる。

そういった安全に利用できる施設っていうのは，もう少し手を入れて，手をかけて造

る必要があるかと思います。また，駐車場についても，利用者ご指摘のとおり，非常

に狭いし，台数も少ないということで，用地ができればもう少し拡張はしたいと，私

の思いとしては思います。 

 ただ，今回，県内からの関係者でこういったことに詳しい方も交えて検討を進める

ということにしておりますので，そういった方のご意見を聞きながら，多少方向性も

変更はしていく，柔軟な気持ちでもございますので，また議員，横瀬区，それからか

せやまクラブの方においても，ご意見等をいただけたらというふうに思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 町長の答弁はよく分かりました。コンパクトな施設として維

持していくためにも，安全というようなことは考えていかなければならないという，

その分は手を入れていかなきゃ。それと，いろんな町外からもお客さんはいるんで，

たとえ，もしも利用料を取ってでも広げていくかというようなことが，それが果たし

て本当にええのかどうか。近くの人にしてみたら，利用客が増えて騒音や花火の問

題，また結局，町内でもそれで買物が増えるわけでもなく，ただごみが増えるだけと

いうようなんでは，非常に困るし意味がないと思いますので，そこらあたりのことも

今後の計画づくりのためには中に入れていっていただきたいなと思います。町長が言
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うていただいたように，地元としても，地元の施設で皆から喜んでいただいているの

に，これを維持していくための環境整備，これには協力していきたいと思ってますの

で，よろしくお願いします。 

 最後の質問として，新型コロナへの対応について質問します。 

 ５月８日からインフルエンザ並みの５類へと移行する予定で，それに伴い，医療費

の公費支援や医療提供体制の見直しが行われます。町民にとってはどのように変わる

のか，どのような影響があるのかが関心の高いところですが，まだ情報が不十分で分

からない部分が多くあるとは思いますが，現時点で想定される範囲で結構ですので，

答弁を願います。今回は町民の関わりが強いと思われるワクチン接種と病院の診療に

ついて質問しますが，まず福祉課長に尋ねます。 

 今まで５回のワクチン接種があったんですが，５回目があったのが12月，私は接種

しましたが，第９波が訪れる可能性はあるとは思います。５回目はオミクロン株にも

対応できる二価ワクチンということでありましたが，当初はその効果がどのぐらい続

くのかっていうのが分からないというふうなことでありました。もし６回目を打つ場

合はいつ頃になるのか，それは分かってますか。 

○議長（美馬友子君） 長友福祉課長。 

○福祉課長（長友清美君） おはようございます。 

 これまでに接種をしました４回目，５回目の接種について，令和５年の秋接種とい

うことに対し，今後，接種する開始をいたします令和５年春開始接種という接種に対

しては，65歳以上の方や５歳以上で基礎疾患のある方，また医療従事者が対象となり

ます。接種の開始時期は令和５年５月８日から開始ということになっております。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 65歳以上と５歳未満言うた。 

○福祉課長（長友清美君） ５歳以上の。 

○８番（篰 公一君） ５歳以上。そのほかの方は，希望したらいけるんですか。そ

れはもう対象から外れるんですか。 

○議長（美馬友子君） 長友福祉課長。 

○福祉課長（長友清美君） 令和５年の春開始時期に対しては，先ほど申した方が対

象となりますので，それ以外の方は令和５年の秋開始ということで，令和５年９月以
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降の実施となります。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 分かりました。そのときの方法としては，今までのように，

人数はかなり少なくなりますわね，当然。集団接種のような形で実施するのですか。 

○議長（美馬友子君） 長友福祉課長。 

○福祉課長（長友清美君） 今後開始する令和５年春開始接種は，土曜日に集団接種

を行う予定でございます。また，勝浦病院とも打合せにはなるんですが，平日にも少

人数の接種日を設ける予定でございます。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） そしたら，そのときの接種料金は，負担はどのようになりま

すか。 

○議長（美馬友子君） 長友福祉課長。 

○福祉課長（長友清美君） これまでと同様，予防接種法に基づき臨時接種扱いにな

りますので，全額国補助となり，対象者の個人負担はございません。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 一部では，僕の認識としたら，ひょっとしたら有料になるん

ではないかなというようなことも出とったというように思っていたんですが，いわゆ

る全額無料というようなことですね。それは秋以降にする方もそのようになるんです

か。 

○議長（美馬友子君） 長友福祉課長。 

○福祉課長（長友清美君） そのとおりでございます。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） それは住民にとっては非常にありがたいなと思います。 

 それで，今まで，今回，先ほど言うていただいた土曜日に接種を主にして，病院の

対応次第，平日でも少し受入れできるかも分からんというようなことだったんです

が，今までは町内にコールセンターを設けられておって，接種の予約だけじゃなくし

て，いろいろ人員の手配のほうなんかもされていたと思いますが，そのコールセンタ

ーがこれまで横瀬地区にあったと思うんですが，現状と今後の予定はどのようになる
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見通しですか。 

○議長（美馬友子君） 長友福祉課長。 

○福祉課長（長友清美君） 現在，コールセンターは，接種予約の受付や問合せの対

応をしていただいております。４月以降も同様に運営を予定しております。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 引き続いて４月以降もずっと運営されていくという予定とい

うんですが，これは予算的には，令和５年度の予算審議のときに私もこれ，気づかな

んだんですが，どのような対応をされているんですか。 

○議長（美馬友子君） 長友福祉課長。 

○福祉課長（長友清美君） 令和５年予算につきましては，春開始接種が早くて５月

８日からの開始になりますので，勝浦病院との接種計画を踏まえ，決まり次第，補正

予算で対応させていただきたいと考えております。 

 また，これまでの令和４年秋接種に関しては令和５年５月７日が最終接種日となり

ますので，４年度予算の繰越しで対応できるように予算措置はしております。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 予算上の措置はよく分かりました。５年度については補正で

対応するというようなことですね。 

 次に，病院事務局長に尋ねますが，病院では患者さんの対応としてどのようなもん

があるのかということで，発熱外来で来られた患者さんにもしも陽性反応が出た場

合，これ，勝浦病院でも診察は受けることはできるのかどうか。 

○議長（美馬友子君） 笠木勝浦病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 改めましておはようございます。 

 発熱外来の概要，これからどうなるのかというご質問かと思います。 

 発熱外来については，現状でもプラスの陽性反応が出た場合，それで外来での治療

が，例えば点滴治療が必要な場合，今でも外来の治療はさせていただいております。

ですから，当然これが５類になったということで変わるわけでもなく，勝浦病院のほ

うで可能な範囲について治療をさせていただくことになろうかと思います。 

 以上です。 
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○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 発熱外来については現状と変わらないというような答弁と思

うんですが，それでは入院が必要になった場合，これは勝浦病院では入院はできるよ

うになるのですか。 

○議長（美馬友子君） 笠木勝浦病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 外来も受けまして，入院の受入れに関しまして

は，新型コロナウイルス感染症の５類以降についての医療機関の対策について，現

在，国の指針等で示されていないというのが現状であります。このため，今後，国か

ら指針等が出た場合に，その後，県の対策が作成されると思われますので，それに従

い対応していくことになると考えています。 

 ただ，５類に移行されるということですので，入院，外来も含めて，今であれば季

節性のインフルエンザと同様に，それぞれの患者様の状況によりまして，外来，それ

から入院で受入れを行うようになると考えております。ただ，今の病気もそうなんで

すけれども，勝浦病院では治療が難しいなという患者様につきましては，新たな病院

を紹介することもあります。ですから，要は入院受入れするようになるというふうに

考えていただいていいと思います。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） その場合，もしも町外から，勝浦病院が空きがあるんだった

らというような形で受入れするじゃということもあるんですか。 

○議長（美馬友子君） 笠木勝浦病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 一医療機関ですので，それが町内の方，町外の

方というのは関係なく引き受けることになると思います。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 勝浦病院でも入院を受け入れるような見込みということです

が，そのためには勝浦病院として準備しておくことっていうんはあるんですか。例え

ば病室のことであったりとか，間仕切りのこととか，専門的なことはなかなか分から

ないことはあるんですが，よく病室は分けるとか，動線をするとかというんがありま
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すわね。そこらあたり，それまでの間に勝浦病院として対応していくようなことはあ

るんですか。 

○議長（美馬友子君） 笠木勝浦病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） まず，入院患者さんを受け入れた場合，病院と

しまして感染リスクが高くなります。また，高齢者や基礎疾患のある患者さんへ感染

した場合の症状の重症化の可能性っていうのは，２類，５類関係なく，今後も続きま

す。したがって新型コロナ感染症に対する対応は，特に医療機関としては今までどお

り継続する必要があると考えております。 

 それで，当院において，今の状況ですけれども，外来等に関しましては，発熱外来

を受けるということで，改築に併せまして倉庫などを改造して，受入れが可能な状況

となっています。 

 また，入院施設に関しましても，個室であるとか，それから換気施設の整った病室

等もございますので，そこらを利用しての入院になるのかなというふうに考えてま

す。ただ，そういう施設の数には限りがございますので，多く感染して入院患者さん

が増える場合に，全てを受入れられるかっていいますと，そうではない。そこはもう

残念ながら，全てを受け入れることできないけれども，人数制限させていただいて受

け入れるというふうなことになるのかなというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 要約すれば，病院も新しくなったことでもあるし，当面は新

たな施設の対応はしなくても十分受入れれるというようなことと思います。 

 それでは，入院を受け入れるというようなことになった場合，治療薬，薬のほうが

確保ができる見通しは立っているのかどうか。聞くところによりますと，有効なパキ

ロビッドっていうんですか，これには配給の制限があって，なかなか各病院には届き

にくいとかというようなことも聞きます。そこらあたり，当然入院したら治療薬も要

るようになりますし，また院外処方をする場合は外の薬局さんもあると思う。そこら

あたりの見通しっていうんは立っているのかどうか，答弁してください。 

○議長（美馬友子君） 笠木勝浦病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 新型コロナウイルス治療薬のうち，経口薬，飲
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み薬でありますラゲブリオにつきましては，勝浦病院でも既に処方をされておりま

す。病院，それから近隣の調剤薬局さん等でも準備されておりますので，院内処方，

それから院外処方，いずれも対応可能というふうに考えております。 

 ただ，それ以外の薬品であります，今議員さんほうからありましたパキロビッドに

つきましては，処方する医師のトレーニングなどが必要となってきており，当院では

院長がトレーニングを終了しておるんですけれども，処方後に配送される予定の薬と

なっておりますので，すぐに薬が間に合わないという状況であります。そういう薬で

すので，今のところ，処方歴はございません。 

 その他，ほかにも薬はあるんですけれども，それにつきましては，入手可能かどう

かについても今後になります。厚労省などからの取扱いについて示されるものだと考

えております。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 私は新聞で読むぐらいしか分からないんですが，塩野義がゾ

コーバとかという薬を出したとか，物によったら10万円近いような高額な薬もあると

かというようなことは聞きますが，情報をよく入手していただいて，治療に支障のな

いようにお願いしたいとは思いますが。 

 その際，検査とか医療費の公費負担で変わることはありますか。 

○議長（美馬友子君） 笠木勝浦病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 新型コロナにつきましては，現在２類というこ

とで，陽性確定後にかかる医療費の窓口支払い分っていうのは無料となっておりま

す。５類移行後は原則自己負担となりますが，高額なコロナ治療薬の費用につきまし

ては，夏の感染拡大も想定し，９月末までは引き続き公費で負担されるというふうに

伺っております。先ほど言いました，報道などでも言われておりますラゲブリオなど

の治療薬の費用につきましては公費，それから入院医療費については自己負担，限度

額からの２万円の減額になるっていうのが報道されております。報道どおりだろうと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 
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○８番（篰 公一君） 窓口負担も５類に引き下げられた以降は必要にはなってくる

というようなことで，金額的なもんはそれぞれあると思うんで，大体標準的なもんは

新聞に出ているようなとおりというぐらいのことでよろしいんでしょうか。 

○議長（美馬友子君） 笠木勝浦病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 繰り返しになりますが，今，報道されていると

いうか，厚労省のほうから発表されているものにつきましては，新型コロナ感染後の

コロナを直すための薬，ラゲブリオ，そちらについては無料で配付されるっていうこ

とです。ただ，処方等については，処方料は要るというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） ５類に引き下げられたら自己負担も発生するというようなこ

とと思いますが。 

 そしたら，先ほどあった入院の件について，入院患者さんへの面会です。今は多分

どこの病院でも全くできていないと思うんですが，これ，５類に引き下げられたら，

入院患者さんへの面会はできるようにはなるのかどうか，そこらあたり，どうです

か。 

○議長（美馬友子君） 笠木勝浦病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 入院患者さんへの面会，今，病院のほうでも医

師，看護師，それからご家族の方，みんな苦労されて，なかなか面会ができないって

いうふうな状況でございます。ただ，５類に移行されて，実際に病気がどう変わるの

かって言いますと，感染力が落ちるわけでもなく，もし入院患者さんに感染した場合

のリスクっていうのが低減されるわけでもありません。今のところは，従来どおり，

面会制限っていうのをやらざるを得ないというふうに考えております。 

 ただ，今後の感染した方の症状等，いろんな話が出てくると思います。それにより

まして，例えば洗濯物の受渡しであるとかについては，直接家族の方にしていただく

っていうところから徐々に緩和されていくのかなっていうふうには考えております。

ただ，そうはいいましても，たちまちこの３月からマスクの制限が取られてますけれ

ども，医療機関での制限はそのまま続けさせていただいております。５月８日に５類

移行したとしましても，すぐに面会が緩和されるということではなく，徐々にという
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ふうにお考えいただければと思います。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） それは勝浦病院が判断するんですか。それとも何か指針みた

いなものが出て，それに沿ってやるのか。また，周りの病院の様子を見ながらとか，

そういうことになるんですか，そこらあたりはどんなんですか。 

○議長（美馬友子君） 笠木勝浦病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 今でも，特に国からどうしなさいというような

指針等は出ておりません。ただ勝浦病院として，リスク回避のために面会制限をさせ

ていただいているのが現状です。ですから，今後，勝浦病院としてどうしていくのか

というのを考える必要があります。ただ，そうはいいましても，周辺病院の考え方な

ども参考にしながらになってくると思いますので，当院ですと，例えば日赤病院さん

等がどういうふうに取扱いをしていくのかっていうのは注意しながら，今後の対応を

していきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） 慎重な対応は必要ではあろうと思いますが，何かしたり，新

たな面会，いろんな家族の方，不便な思いをしとったんが，そのあたり緩和されれば

いいかなというような感じはします。 

 それと最後になるんですが，これ，コロナで入院して，もしも，ほかの疾患とかも

あって病院で亡くなった場合，一時，コロナが始まったときに有名タレントが，遺体

にも触れず焼き場へも行けず，遺骨になって帰ってきましたというんがあったんです

が，勝浦病院でもしも亡くなった場合，遺体というのは遺族には引渡しができるのか

どうか，その点，どうですか。 

○議長（美馬友子君） 笠木勝浦病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 不幸にもお亡くなりになった場合ということだ

ろうと思います。今のところ，勝浦病院では入院患者を受け入れておりませんので，

そういったことはないかと思っとんですけれども，新型コロナウイルス感染症により

亡くなられた方及びその疑いがある方の処置，搬送，葬儀，火葬等に関するガイドラ
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インというものが，本年，１月６日に厚労省，それから経産省のほうから出されてお

ります。それによりますと，分けられます。コロナ感染症に感染して，そのまま経過

の期間が経過せずにお亡くなりになった方，それからその経過期間を過ぎて，ほかの

感染症というか，併発してお亡くなりになられた方っていうふうに分けられるとは思

うんですけれども，例えば陽性のままお亡くなりになった方に関して，どういうふう

に受渡しするのかっていうのが書かれております。そちらにつきましては，当然，看

護師とか医師に関しては，感染リスクがありますのできちっとガウンテクニックなど

をして処置をしなさいっていうふうになっとんですけれども，処置をしっかりした後

に関しては，その後，遺体と同じように扱ってもいいということにはなっておりま

す。それで，勝浦病院でももしお亡くなりになった場合は，当然，ガウンテクニック

などをして処置はするんですけれども，その後は葬儀屋さん，それからご家族のほう

にお引渡しを，通常のご遺体と同じようにできるものと考えております。ただ，葬儀

屋さんとか，あと火葬場，そちらのほうがどういうふうな対応になるかっていうの

は，それぞれの措置になると思いますので，若干の相違はあるのかなというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 篰議員。 

○８番（篰 公一君） このコロナに対しては，いろんなことが緩和されて，ハード

ルが低くなってきており，私たちはついコロナが終息に向かっているように感じられ

ますが，ウイルスがなくなったわけではなく，今後どのように変異していくかも分か

りません。決して侮れるものではありませんが，それに対しては勝浦病院がしっかり

と対応できる病院，町民にとって頼もしい病院であるということを願って，質問を終

わりたいと思います。どうもありがとうございました。 

○議長（美馬友子君） 以上で８番篰公一議員の一般質問は終了いたしました。 

 議事の都合により休憩といたします。 

            午前10時26分 休憩 

            午前10時39分 再開 

○議長（美馬友子君） それでは，休憩前に引き続いて会議を開きます。 

 ４番仙才守議員の一般質問を許可いたします。 



- 23 - 

 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） それでは，議長の許可をいただきましたので，ただいまより

一般質問を始めたいと思います。よろしくお願いします。 

 今日，お尋ねするのは４点でございます。１つは平石山鉱山の問題，それからもう

一つが自治体ＤＸへの対応，ちょっと難しい言葉を使ってますけれども，情報システ

ムについて，少し尋ねてみたいというふうに思います。それから，前回も尋ねたんで

すけれども，光ケーブルの料金改定の問題，最後にふれあいの里さかもとについて，

これは町長にお尋ねしたいというふうに思っております。よろしくお願いします。 

 まず，平石山鉱山問題の再確認ということで，私は盛土への落石っていうのを中心

に，今日は質問をしたいというふうに思っております。 

 ここに出ております，これ，話合いをしたときのメモなんですけれども，読んでみ

ます。これは経産省の課長が言った言葉で，録音しておいてそこをメモにしたもんで

あります。経産省にもこの文章は伝えております。経産省としては，業者に対し，残

壁保全のための安全対策を講じるように求めてきた。アンカーボルトの打設とか，落

石防止ネットの設置とか，方法はあるが，業者が押さえ盛土工法を選んだ。経産省と

しても押さえ盛土工法の妥当性を認めて認可した。盛土以外の対策は，コスト面や作

業面で難しい。これが理由です。まず，下部を盛土工事して，その後，上部の崩落対

策を考える方法もあると考えて，この計画を認可した。私はこれが間違ってると，こ

ういう主張であります。下をしてから後で上のほうを対策すると，こういうふうに言

ってるわけです。これが間違っていると。土木工学上の誤りがあります。これ，私の

意見です。上部の崩落対策を後回しにしたことにより，落石による下部の盛土構造へ

の損傷，ダメージです。それと作業者への安全が考慮されていない，これが理由であ

ります。これが平石山鉱山の全体図なんですけれども，高さ100メーターって書いて

ありますけど，実際はもっとあります。幅は300メーターぐらいです。この下部領域

に盛土を26万立米やろうと，こういう計画なんです。昨年の夏，国の担当者が現場を

視察に来ました。そのときのこれが図です。これ，同じ場所をちょっと拡大しとんで

すけれども，ご覧のとおり縦横に亀裂が入っております。ここに地震が来たら崩れる

んじゃないかというふうに思われます。この図は，ちょっと見えにくいかも分かりま

せんけれども，岩の色がちょっと違うところが見てとれようかと思うんですが，剥離
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崩落をしてるわけです。それで，色がちょっと濃いところというか，赤みがかかった

ところは落ちたところというふうに思われます。これは地震が来て落ちたんだという

ふうに，証明はされておりませんけれども，そういうふうに思われます。これもその

同じとき，町長も現場に来ていただいて，そのときの写真なんですけれども，非常に

大きな岩が残壁上部に残っております。これは根元のあたりにクラックが入ってまし

て，大きな地震が来たら落ちるんじゃないかというふうなことが想像されます。これ

が落ちたら大変だなというふうに思って，私ども現場に行きました。そのとき，その

ように思いました。大きなクラックが入ってます，既に。ちょうどこれが落ちたらど

うなるかという写真でございます。国は落石を想定せずに盛土計画を認可したんでは

ないかということです。施業案というのが出てまして，計画書みたいな，それが認可

されたわけですけれども，その施業案の不備，施業案そのものに瑕疵があるというふ

うに私は考えております。例えば２メーター角の岩石，先ほど町長の写真がありまし

たけれども，あそこのあの岩石を見ると，２メーター以上はあると思うんです，あれ

は。ただ２メーター角の岩石でも20トンの重さがあります。それが100メーター落下

する。ここは120メーターぐらいあるんですけど，自由落下しても５秒ぐらいかかる

んです。それが盛土に落ちたらどんなことが起こるかということを考えてみても，ま

あ無理な計画だなというふうに思います。盛土が下部のほうにあるわけですが，押さ

え盛土って，この円の辺りとかこの辺は，ちょっと見えにくいかも分かりませんけれ

ども既に崩落してるわけです。これを止めようという押さえ盛土だったんですけれど

も，届いてないわけです。前に業者の方が，設計者が議会に説明に来たことがありま

す。そのときおっしゃったことが，盛土というのは非常に堅牢なものであって，全国

の高速道路なんかでも盛土でやってるけれども，大丈夫だというふうに言うてまし

た。私もそうだろうと思います。全国の高速道路，盛土がしてあります。それが地震

で崩れたりしたら大変ですから，そのあたりは土木工学上，きちっとした計算に基づ

いてやられてると。だから堅牢なんだろうというふうに思います。けれども，今回の

場合，高速道路がここを走って，上から石が落ちてくるようなところに高速道路があ

るっていうのは見たことがない。そして，上から石が落ちてきた場合，その石をどな

いして取り除くのか，あるいはこの黒い線は排水路ですけれども，排水路が損傷した

ときにどうやって直すのか。これはもう本当に難しいと思うんです。重機がどないし
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て入っていくのか，土の上を。重機が入っていく道路も確保されていない。この盛土

は傾斜が30度近くあるんですよ。そんなところにユンボが入っていくわけがないでし

ょう。人力で何トンもの石をどないして取り除くのか。壊れた排水路をどないして直

すのか。そういうことを考えても，この計画は間違ってると私は思ってます。裁判を

して，土が川に届いて濁るとかというような裁判がありましたけれども，そんなん言

う以前に，この落石の問題をどうするんだというふうに，私は論点がちょっと違った

んじゃないかっていう感じがしております。ちょっと文章にしてみました。落石が盛

土構造にダメージを与える。業者の施業案には，レベル１地震動とレベル２地震動が

想定されておって，その両方に対してある程度の計算がなされております。それで盛

土は安定だというふうに証明をしてるわけです。けれども，その想定された地震動と

いうのは，レベル２っていうのがあるんです。プレート境界型の大規模な地震動だと

書いてある。あるいは内陸直下型の地震，これにも対応してますと書いてある。想定

をされてるわけです。プレート境界型の大規模な地震動っていうのは，例えば何かと

言うと，南海トラフとかですけど，最近で言うと東日本大震災，これが想定されてる

わけです。それから，内陸直下型というのは阪神・淡路大震災，これも大きな地震

で，こちらでも震度４ぐらいはあったと思うんです。その施業案の中に落石対策がな

いわけです。落石があったらどうなるのか，どのように復旧するのか，こういう記述

がないわけです。施業案の不備だと，私ははっきりそう思います。 

 続いて指摘をしたいのは，盛土作業者の安全対策，これは大丈夫なんですかという

ことです。今，写っている写真を見ますと，地震が来なくても，石，落ちるんちゃう

かと。雨が降っても風が吹いても落ちそうな感じがします。実際に上からのぞいてみ

ると，分かりやすいのはこの水がたまっとる部分，石が大分落ちてます。草の中にも

かなり落ちとんだと思います。徳島気象台の報告が，これはインターネットに出てお

りますけれども，2014年から2022年の９年間についてデータが出ておりましたので，

拾ってみたんですが，勝浦町，久国にどうも地震計があるみたいなんですが，それが

ピックアップされてる。見ると，39回の地震が起きてました。震度３っていうのもち

ょっとあったと思うんです，６回あったということなんですけれども，こんなんで石

が落ちたか雨が降って落ちたか分かりませんけれども，かなりの石が落ちていて，こ

の下で作業できるんだろうかと単純に思います。これは最初の頃に見ていただいた，
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経産省の職員の方が来られて，町長も一緒に行っていただいてというときの写真なん

ですけれども，今にも落ちそうな岩って書いてありますね，これ。これは本当に地震

が来たら下へ落ちていきそうな感じがするんですけれども，これも職員の方には見て

いただいております。鉱山保安課というところで。こんなん見て何とも思わなかった

のかなということで，不審に思ってるところです。ちょっと文章にしてみました。盛

土作業者の安全対策。鉱山保安法では，この法律は鉱山労働者に対する危害を防止す

るとともに云々とあります。けれども，この状態を見て何も思わなかったとしたら，

現状，鉱山保安法だけでは作業員の安全の確保は難しいんだろうなと思わざるを得ま

せん。鉱山保安課の職員が対策を取ってないわけですから。したがって，作業者の安

全確保のためには，鉱山保安法以外の法令も検討していって，これはどうなんですか

と言うていかにゃいかんだろうと思います。例えば盛土規制法，これは最近できたや

つですけれども，あるいは労働基準監督署の労働安全衛生法，これが適用できるかど

うか，私も分からんのですけど。あるいは業務上過失に起因する事故の抑止というこ

とで，例えば警察です。大丈夫かと。こういうことを確認していく必要があるなとい

うことを感じております。後で一遍に質問しますんで。 

 次は，勝浦町が出した意見書の効力について聞きたいと思いますが，ここに出てい

る文章は，徳島県の生活環境安全条例に基づく許可証ということになってまして，あ

れは環境管理課というところが出した書類です。平石山鉱山に残土を搬入するという

ときの許可証になってます。これを見ると，安全のことについても少し書いてある。

これ，ちょっと字が小さくて読めんと思うんですけれど，特定事業を実施する期間

中，災害防止処置を講ずるとともに等が，これが許可の条件になっております。もう

一つ，これ大きく拡大しとんですけれども，各関係機関からの別紙意見も十分尊重し

事業を実施することと，こういう条件がついてます。各関係機関とは，この場合，勝

浦町のことです。これが別紙，前のページで。別紙意見というやつがこれの別紙で

す。ちょっと大きくして途中をはしょっておりますけれども，これは非常によくでき

た文章やと思うんです。勝浦町，よう頑張って書いてくれたと思います。申請地の上

部残壁には，現在までの掘削により多くの亀裂が見受けられ，過去には隣接している

農地が崩落した経緯もある。最近の異常気象や台風，豪雨等の雨水による侵食及び地

震により，上部残壁崩壊の発生が盛土面崩壊につながるおそれがある。何や難しい言
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い方してますけど，上から石が落ちてきたら盛土ののり面がダメージを受けるという

ことを，さっき私が言ったとおりのことを書いてくれてるんです。それから，その影

響で土砂流出等が発生し，川幅が狭い勝浦川がせき止められる可能性もあると。これ

は最高裁で否定されてるんです。上部からの崩落等の対策及び排水処理対策を先行し

て実施すること。これを条件にしてるんです。これ，全く妥当性があるというふうに

私は思ってます。３，その他ということで，安全面が不安だというようなことを書い

てありますけども，上記１，２の処置等が確認できなければ，県が変更申請を受け許

可する，つまり前のページの許可証を出すことについては町は了承できないとはっき

り書いてある。 

 お待たせしましたっちゅやつで，今から質問をしていきます。 

 まず，県への意見書に，上部残壁崩壊の発生が盛土面崩壊につながるおそれがあ

る。上部からの崩落対策を先行するように，こうはっきり書いてくれてます。大きな

岩石の落下が盛土面に大きな損傷を与えたとき，修復は可能か。これを質問している

理由は，実は前に同じ質問をこの場でしたことがありまして，何て答えてくれたか覚

えてないんですけれども，改めてこのことについて伺いたいと思います，建設課長。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 盛土面の修復は可能かといった質問でございますが，現

地を確認し，二次災害の危険がなければ，補修工事等，必要に応じた措置を指示する

と，国からは伺っております。一般的な話でございますが，落下物，落盤，落石の破

砕状況，それからのり面の掘削や成形，そして最後に排水路を復旧するといった工程

が考えられると思います。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） それでは，１つ細かいことを聞きますが，その修復には重機

は使うんですか。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 修工方法をどうするかということについては，事業者な

り，国がまた考えられることになるかと思いますけれども，高所のり面掘削機等の重

機もあるということは認識をしております。また，ラジコン等の遠隔操作をすること
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も可能な重機もあるということでございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 私は無理だなと思っております。土の上ですから。道路もな

いのにどないして入っていくんか。見解がちょっと違うというように思っております

が，次の質問に行きます。 

 ２番目です。盛土工事の作業車，そこへ入っていく。今のことにも関係しとんです

けど，安全に関しての認識についてお尋ねします。 

 落石に対して，安全対策は十分なされていると思いますか。危険とは思いませんか

ということです。町民，あるいは町内で働く人が，落石により人身事故に遭う危険性

があるのではないかと思うんですけれども，このことについてはどのように思われま

すか。先ほどの許可証の中にもこの記述があったと思うんですが。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 安全対策の話でございます。 

 経緯も含めてですけれども，これまでの国の説明では，大規模な崩落の兆候は認め

られないなど，保安上，支障がないと判断し，許可をされておる。その上で，鉱山労

働者の安全のため，大雨直後は作業をしないことや，使用前点検，定期点検などの実

施を安全対策として指導されているというふうに認識をしております。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 安全だということですか。小さな石でも100メーター上から

落ちてきたらかなり危ないような気がしとんですけど，その点はいかがですか。い

や，聞くのが酷な感じはするんやけど。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 安全対策として，繰り返しになりますけれども，大規模

な崩落の兆候はないと，日頃の定期点検，定点観測などにより観測をしておるといっ

たことから，施業案計画を進められておるということだと思います。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 町に聞くべき話でないかも分からんけど，取りあえずもう一

遍，写真を見ときましょうか。かなり大きな石も落ちているし，数もかなり多い。こ

の状況下で人をこの場所へ入れるということが，未必の故意というような言葉がある
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ん。大変危険だと私は思ってます。これももう見解の相違か，それとも物が言えんと

いうことか，どっちか分かりませんけれども，やっぱ問題だと思います。これ以上，

言うてもしょうがないと思うんで，次の質問へ行きたいと思います。 

 県の残土の搬入許可に関して，町は意見書を提出しております。よくできたという

意見書です。これは非常によくできてると思ってます。この意見書に対して，県は関

係機関の意見を十分尊重し事業を実施すること，その許可条件を出しておりますけれ

ども，意見書が尊重されていないんではないかというふうに私は感じております。こ

の意見書の効力っていうのをどういうふうに見られているのか。また，意見書が尊重

されていないと判断した場合，どんな行動が取れるのか，このことについて伺いま

す。誰でもいいですよ。 

○議長（美馬友子君） 春木政策監。 

○政策監（春木達也君） 県の担当課のほうに確認をいたしましたところ，許可証に

記載のあるその他条件に応じた条件については，関係機関である勝浦町の意見を十分

に尊重して事業を実施するように求めるものであります。今後とも町と連携しながら

指導してまいりますという返答でございました。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 何と返答してええんかよう分からんような回答ですけれど

も。権限が条件になっているけれども，町が何と言おうが権限はないんだろうなとい

うような感じを持って今までしてきましたけれども，さらに私がここまで言うのは，

相手にするところ，どのような行動が取り得るのかの中に，県の環境管理課とか国の

鉱山保安課とか，そういうのだけを相手にしよったんではあかんのじゃないかという

ことを，さっきからいろいろ言ようるわけです。それこそ労働基準監督署なり，ある

いは県の別の部署なり，それこそ警察でも，我々も行かないかんのでしょうけども，

違うところにもコンタクトを取って，行動はできないんですかというふうに思うんで

すけど，町内で働く労働者の安全を思えば，何らかの行動は取れないんですかという

ことを言ってるわけです。ご一考願いたいというふうに思います。これ，答弁を求め

ても難しいと思いますんで，ここで打ち切っておきたいと思います。物足らんところ

はあるんですけど。次へ行きます。 
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 自治体ＤＸへの対応ということで質問をします。 

 初めてこういう質問をするんですけれども，随意契約書の事例がここに出ておりま

す。これを勝浦町は公表をしております。インターネット上に公表をしておって，こ

れ，大変いいことだというふうに思っとるんですけど，公開することは大変いいこと

なんですが，内容に問題があるということで，ここに掲載をしております。読んでみ

ます。ＡというシステムからＢというシステムにＣというデータを取り込み，Ｂシス

テムというのはＢ事務ということになるんですが，それを運用する際に，ＡとＢのシ

ステムを同一のものにすることにより連携をスムーズに行うことができると書いてあ

ります。また，Ｂシステムと，これ，はっきりシステムの名前を書いといたら分かり

やすいんですけれども，そこまでする必要はないと思ってぼかしております。ホーム

ページを見たらすぐ分かります。同一のもの以外にすると，責任区分が不明確にな

り，また故障発生時の原因究明，故障の修理などの対応が困難になる。以上のことか

ら，Ａというシステムの関係の委託業者である上記業者と随意契約すると，こうなっ

とるわけです。ここで指摘したいのは，まず①です。連携をスムーズに行うことがで

きると書いてありますけれども，連携という言葉は，お互い連絡を取り合ってやるこ

とを連携と言う。この場合は，単にデータを取ってきて入れるだけですから，連携と

は言わないので，まず言葉が間違ってます。次にシステムと機器を同一のもの以外に

すると責任区分が不明確になると書いてますが，そんなことはありません。最近で

は，責任区分やいうのは，こんなのもいっぱいあります。また，自治体でシングルベ

ンダーを基本方針とするということは，法令上，難しいんじゃないかというふうに思

ってます。だから，法令根拠で，上に地方自治法どうのこうのって書いてありますけ

れども，ここに抵触してるんじゃないかというふうに思います。実際のところを考え

てみても，例えば，今，持ってるこのシステムは，ハードウエアはどっかから買って

きて，ソフトウエアは別の業者でしょ，このｍｏｒｅＮＯＴＥっていうのは。現実に

そうなっとるじゃないですか。これが普通なんですよ。ただ，一緒にしたほうがいい

事例はあると思います。そうでないのもあって，一緒にしたほうがいいんだったらは

っきりその理由を言えばいいんだけど，安易にこのように書いてありますんで，私，

非常にここに危惧を感じます。住民から監査請求が出たらアウトになるのがかなりあ

るんじゃないかというふうに思ってます。この次の書類，書類っていうか，前回，私
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が議会だよりに出した記事なんですけど，前に，ここに３億7,000万円のシステムを

承認と書いてある。このときにも非常に疑問を感じたわけです。このときの疑問って

いうのは，設計費が2,500万円だったんですよ。それを使わずにその予算を流したわ

けです。流したっていうのは，補正で使わなかった。それどうしたのって尋ねたら，

町のほうで設計をしましたという答弁だった。そりゃあちょっと難しいだろうと，誰

かに頼んだろうというふうには思いましたけれども，そこで問題なのは，トラブルが

起こったときに，その責任をどこへ持っていくんだと。そこはもう町が受けるしかな

いんです。その先へ行けないわけです。そりゃあ困るだろうというふうに，そのと

き，思いました。それで，すぐにこの議会だよりで，私はコンピューター専門部署の

創設をということを言ったわけです。たまたまこのときに野上町長が参事をされてい

て，答弁をしてくれました。その答弁の内容がここに出てます。四角でくくってあり

ますけれども，現状と一緒なんですけど，各課で情報システムを別々に査定するんで

はなしに，専門性を持った部署をつくって一元的に対応したらどうですかというよう

な提案だったんですけど，難しいという，これは当時の町長が，ここに書いてないん

ですけれども，難しいというふうに答弁をしました。ずっとこの体制が現在まで続い

てきているということです。それで，この前のみかん会議だったんかな，これは。も

う一回，同じことを言ったんです。この赤のところを読みますけど，本町は情報シス

テムに毎年１億数千万円を費やしているが，この分野は業者と町職員の情報格差が顕

著である。デジタル化の波に対応するためには，格差解消が必要と考える。専門要員

を採用してはどうかと，こういうふうに言いましたところが，これ，みかん会議ちゃ

うな。若あゆ会議です，多分。専門家の採用，または委託で対応したいということ

で，これは総務防災課長が答えてくれました。 

 もう一つ，今回，この質問をした理由なんですけれども，先月，監査委員研修とい

うのがありまして，監査実務の現状と課題というテーマだったんですが，そのうちの

半分ぐらいがＤＸの推進についてという内容だったんですよ。これ，私，現物持って

ますけれども，これがテキストです。分量にして半分ぐらいがＤＸの推進，ＤＸに係

る課題ということなんですけど，その内容がＤＸ専門人材の確保であり，情報の非対

称性，非対称性っていう意味は情報格差があるっていう意味なんですけど。ＩＴベン

ダーのほうが情報強者になってると。それはもう情報強者であることは間違いないん
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だけれども，この格差を埋めていかないといろんな問題が起こりますよということ

で，問題の事例をいっぱい出してあるわけです。それで，そうこうしていると，今

月，３月３日の徳島新聞記事を見ると，石井町は新しい部署をつくったという記事が

出ておりました。石井は２万5,000人おって，そりゃあ我々，同じことはできんと思

うんですけれども。 

 そこで質問をします。ＩＴベンダーとの情報力格差解消っていうのは大切ですよっ

ちゅうことを言った後でこの質問をするという意味ですよ。１つは，このたびＣＩＯ

補佐官を採用されるということで，５年度予算に計上されておりますけれども，その

位置づけと役割について，１つは聞きたいと。 

 それから，情報力格差っていうことについて何らかの対策を取っているかどうかと

いうところについて，これは副町長に聞くのが一番ええかも分からんけど，ＣＩＯだ

ということになっとんで，総務防災課長に伺いたいと。何かあれば，後で副町長に聞

きたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 中瀬総務防災課長。 

○総務防災課長（中瀬弘晴君） ＣＩＯ補佐官のことについてのご質問であったかと

思います。 

 本町におきまして，デジタル専門，ＤＸの担当者を担える人材がいないことから，

このたび令和５年度当初予算におきまして，外部委託により総務省の制度に沿ったＣ

ＩＯ補佐官等業務として予算をお願いをしているものです。このＣＩＯ補佐官等業務

においては，例えば基幹系業務の標準化システム移行に係る手順や業者への質問方法

等の相談，企業の妥当性の確認を想定をさせていただいております。その他，デジタ

ル技術活用について，職員からの質問等にご助言をいただくことを想定しており，そ

ういった役割を予定しておるところでございます。 

 現在の対策ということでございますが，昨年度，この事業を総務省の事業におい

て，ＤＸについて研修等を職員に行っているというところでございます。 

 簡単でございますが，以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 副町長，どない思います。 

○議長（美馬友子君） 山田副町長。 
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○副町長（山田 徹君） デジタル化対応については，これもますます重要になって

くるものであろうというふうには考えております。この補佐官についてでございます

が，補佐官というか委託する者，それから直接雇用できるような人材，こういうふう

なものを数年前からいろいろと探していっている中での今回，ＣＩＯ補佐官の予算を

つけたものでございます。実際には常駐して専門官として活躍されるような方ができ

れば一番いいのではあろうかと思いますけれども，なかなか全ての部分に精通されて

いる方っていうのが非常に少ないような状況でございます。今度のこの補佐官の方に

つきましては，想定ではございますけれども，県，あるいは市町村，こちらのほうに

も勤務をされて，そちらの知識を持たれた方でございます。ただ，ずっと勝浦町のほ

うでお願いするというわけにもいきませんので，随時というふうな格好で補佐官の位

置づけをお願いするようになってございます。職員のＤＸに対する知識が若干低いと

いうのは，私も感じているところでございます。できるだけ高めていって，議員から

ご指摘いただいた，今後より有効なデジタルＤＸの推進ができるような体制を取って

いけるようにできればと考えてるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 先ほど私が指摘しました，例えばこの随意契約理由書の中で

言ったことが，ＣＩＯ補佐官の採用によってこういったものが改善されるかと言え

ば，それはあまり期待できないっていうふうに思います。 

 次の質問に入っておりますけれども，各課の情報システム案件への支援ということ

で，事務を進める過程にシステム担当者を介在させてはどうかということ。各課の情

報対応が非常に私はうまくいってないと思ってるわけ。去年だったか一昨年だったか

忘れましたけど，無線ＬＡＮのシステムに対してちょっと高過ぎるんじゃないかと言

ったら，それが３分の１ぐらいにさあっと変わったりするわけですよ。それは原課の

ほうに問題があるとは私はとても思えない。無理なんですよ。やっぱり支援が必要な

んです。だから，この前，17日かな，美馬議員が，これは不祥事の話で，この問題は

個人に問題があるのか組織に問題があるのかというふうに聞いた。あれは個人のほう

に問題があるし，組織にもあるというようなことだったんですけど，この場合は，各

課の情報対応力の問題っていうのは，明らかに組織に問題がある。はっきり私はそう
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思ってます。もっと支援をするべきで，見積書が出た段階から，専門の部門も介在さ

せて支援していかないと，絶対に問題が起こってきます。何でそれをせんのかと私は

思うわけ。７年前にこれを言ったときと状況は何も変わっていないということなんで

す。さっき言ったでしょ。住民から監査請求が出たら問題になる案件だからやるんじ

ゃないかって言いましたけれども，それは，ここに書いてある，事務を進める過程に

システム担当者を介在させて，関与させて支援していくという体制がないと駄目だと

思うんです。以前はそうしとったんじゃないんですか。このことについて，どのよう

に，副町長，思いますか。 

○議長（美馬友子君） 山田副町長。 

○副町長（山田 徹君） コンピューターの自治体使用という面では，勝浦町では，

かなり前には電算室というふうなものを置いておりました。そちらにおいて，システ

ムの自己開発，あるいは変更，改修等を行ってきた経緯がございます。そういうふう

な中で，コンピューターにつきましては，電算室がある程度，差配してくれるという

ような意識が非常に強くなってきたようなところがございます。ただ，そのときは基

幹業務をコンピューターでこなせば大丈夫だというふうなことであって，それなりの

効果もあったというふうには思っております。ただ，コンピューターが普及していく

中で，ただ電算室に任しておくと，今，議員さんがおっしゃられたように，各課，所

属課の方がどうしても頼ってしまって，それ以上に成長をしていかない。分からなけ

れば聞けばよいというふうな結果が生まれてきて，ＩＴ格差，ベンダーとの格差だけ

でなく，電算室と各原課の格差が広がってきたという経過がございます。その経過を

踏まえて，電算室を廃止し，コンピューターを使う業務が非常に広くなってきたとい

うふうなこともございますけれども，そういうふうなことがあって電算室を廃止し，

総務課のほうにコンピューターの担当者を置いて，各課でそれぞれに管理して，全て

の職員のコンピューターに対する認識を高めていこうというふうな格好で，現在のよ

うな状況になってきた経過がございます。今回，新聞に載っていた石井町さんも同じ

ように，勝浦町と那賀町，神山町ぐらいが直接電算室を設けて開発，あるいは改修を

行ってきておりました。石井町につきましては，今度，２人体制で室を作るというこ

とであろうかと思いますけれども，こちらのほうについても，先ほど議員さんが言わ

れましたように，小さな町では話ではなかなかＩＴ技術の高い方を雇用すると非常に
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経費がかかるというふうなところもございます。そういうふうなこともあって，室で

はなく総務防災課に担当者を置いてきたような経過でございます。ただ，議員さんの

ご指摘もあったように，ＤＸの推進とか，コンピューターだけでなく，いろんなもの

をデジタル化しましょうというふうな時代が来て，一担当ではなかなか難しいような

時代が来ていると思います。そして，また原課だけで対応をするためには，もう少し

全体のデジタル技術の知識を底上げする必要が出てきております。これらも踏まえ

て，議会からのご指摘もいただいた中で，数年前から専門的な知識を持った方をどう

にか雇用，あるいは委託できるようなことを考えて進めてまいったところではござい

ますけれども，なかなか人材が確保できないというとこがございます。そういう中

で，今回，来ていただける人のめどがある程度つくということで，今回の予算をお願

いをしているような状況ではございます。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） まあ無理やね，今の対応の仕方では。何かを変えないかんの

ですよ。それを変えんちゅうわけでしょ。それではうまいこといかんと思うね。答弁

がそうがやけん，しょうがないけれども，問題が起こるということだけは，提案をし

たつもりなんですけれど，警告をしとくというぐらいの感じやね，私の見方は。それ

ははっきり言うときます。問題が起こる。もう答弁がああいう答弁だからしょうがな

いと思うけども。次へ行きます。 

 光ケーブルの料金改定についてお尋ねします。 

 これは，この前，尋ねたのと同じことで，しつこいと言われそうな感じがしてるん

ですけど。ＩＰ電話について，前に横瀬地区で住民説明会があったときのメモのよう

ですけれども，この中にＩＰ電話における基本料金はありませんと。ＩＰ電話は無料

ですよというようなことで，住民もそういうふうな受け止め方をしてるんじゃないか

と思うんです。私が尋ねた2016年，ですから７年前の一般質問に対する野上参事の答

弁でも，これは横瀬での住民説明会での内容を踏襲したことになっております。全く

同じ答弁をいただいてるということなんです。これで言うとＩＰ電話は無料というこ

とです。それで，私は，これは17年ですから，６年前に，インターネットだけは別料

金にしたらどうですかというふうに言ったときの絵になってまして，このときもＩＰ
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電話はもう無料というふうな絵で，インターネットだけを問題にした絵になっており

ます。 

 そこで質問をしたいと思います。 

 料金改定の現状についてですけれども，インターネットを使わない住民の申請件数

が，たしか去年尋ねたとき，17件ぐらいだったんかなと思うんですけど，改めて聞き

ます。 

 それから，４年度計画では400件ぐらいの予算を取ってたと思うんですけど，５年

度の新年度予算では20件ぐらいになってました。このギャップの原因，これは実績を

反映しとんかなとは思うんですけれども，それについてお答えを願いたいと。 

 それから，ＩＰ電話は使えなくなると言われて，一応申請に来たんだけれども，諦

めて帰った人の数は把握しているかどうか。これも前，聞いたんですけど，もう一

回，聞きます。一応ここでこの３つについて答弁をお願いします，中瀬課長。 

○議長（美馬友子君） 中瀬総務防災課長。 

○総務防災課長（中瀬弘晴君） テレビのみの利用ということで申請をされた方の件

数は，現在17件でございます。 

 ４年度の計画と今年度の予算のギャップということでございますが，こちらのほう

は議員おっしゃるように実績を反映したもので，20件というふうにはさせていただい

ております。 

 400件については，テレビのみの利用者というのが特定が難しく，推定をして最大

で400件ということで，予算を昨年度はお願いしたものでございます。 

 それから，ＩＰ電話が使えなくなるといって申請をやめた方ということでございま

すが，具体的な数字については把握はできてはおりません。おいでになった方々にご

説明をさせていただいて，申請に至ったのが17件というふうに捉えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） ＩＰ電話が使えなくなると言われてやめた人もかなりおるん

じゃないかというふうに，私はそう推定しております。これは何でかったら，ＴＡを

回収するからそうなるわけです。両方ともなくなりますから。このＴＡを回収すると

いう方法が，ターミナルアダプターです，妥当なのかって話ですよ。しつこいんです
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けど，これ同じことが書いてあります。光ケーブルのサービスはテレビとＩＰ電話と

インターネットの３本立てだったわけです。そのうちＩＰ電話がもともと無料だっ

た。何回も言うとるとおりです。インターネットをやめたら，ＴＡを回収して，その

ために無料だったＩＰ電話が使えなくなるというのは理解が得られないのではないか

という，私の指摘です。インターネットを止めてＩＰ電話だけ使えるようにするよう

な方法はないのか。あるいはそもそもインターネット，その次に書いてあるのかな。

理解が得られないのではないかということについては，どういう考えでＴＡを回収す

るようにしたんですか。水道で蛇口を持って帰るようなもので，水だけ止めりゃあえ

えのに，蛇口も持って帰るからほかに影響が出たような感じがするんですよ。これは

誰が，課長。 

○議長（美馬友子君） 中瀬総務防災課長。 

○総務防災課長（中瀬弘晴君） サービスでございますが，ＩＰ電話の無料というこ

とでございますが，平成18年度の当初時点では，企業努力によるサービスということ

で，電話の経費等が発生しているわけではございませんが，企業努力によって行われ

ていたと認識をしております。 

 ＴＡの回収につきましては，業者のほうでサービス料金を設定等の協議を重ねてい

く中で，分離プランというような設定が難しいということもあり，町のほうでテレビ

のみという方に対して助成制度を設けたものであります。こちらのほうの助成制度に

つきまして，ターミナルアダプターの回収といったところで，使われないという意思

表示をされた方に対して，事業として実施したものでございます。 

 本町のサービスでございますが，トリプルサービスということで，非常に安価でお

願いをしているものでございます。サービス事業者の提供というのは，原則そういっ

た１本分のサービスというふうには思っております。助成制度につきましては，本町

でどうしてもテレビのみ利用ということで，助成制度を設けたものというふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 答えになっとらんじゃない。理論的に答えになっていない，

今のは。もともと無料だったものをというところで，企業努力って誰のことを言よ
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ん。勝浦町の資産でしょうが，あれは，全部。もう一回，答弁してください。 

○議長（美馬友子君） 中瀬総務防災課長。 

○総務防災課長（中瀬弘晴君） 設備については，勝浦町で設置をし貸出しをしてい

るものというふうなところでございます。電話のサービスにつきましては，当初無料

ということでお話をさせていただいたというふうな認識をしております。ターミナル

アダプターの回収につきましては，使われないということで意思表示をされた方に助

成を設けるということで，制度の設定上，そういったところで実施をしているもので

ございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 今ので答えになってます。答えになっとらんと思うけどね。

まあ，ええわ，時間の関係もあるんで。 

 次の質問に入ります。下記のケースでもインターネット料金を取るべきかどうかと

いうことで尋ねます。これは行政というものの姿勢を聞くわけです，私は。聞きた

い。本人がインターネットを使っていない高齢者だけの世帯っていうのを想定してみ

てください。私も時々家にいくんですけど，お年寄りが茶の間でこたつに入ってテレ

ビを見ているという情景があるわけです。その人にインターネットを使わんのんです

かと。どうして使わんのでって，とても聞けるような状態ではない。そういうご家庭

があります。そういう人に，これ，インターネットを使ってないわけです。そりゃあ

もう十何年間，それでもインターネット料金を払うとったわけです。そういう世帯

で，例えば在宅医療とか安否確認とか公的なサービスをするときに，その人はそうい

うサービスを受けるときにインターネットを使いようるかどうかっちゅうことさえ分

からんわけです。そういう人からインターネット料金を取るんですかっていうふうに

聞きたいわけ。 

 それから，もう一つ，県外に住んでいる子とか孫が年に数回帰ってきて，インター

ネットを使うと。きょうびの子は，お孫さんなどインターネット使えなんだら，もう

おりとうないやというような感じで，そんな世の中になっとると思うね。それでも年

に数回ぐらいは帰省で帰ってきてくれるかも分からんね，インターネットがあった

ら。そういう人に，おまえ，インターネット，孫が帰ってきて使ようるじゃないかっ

ちゅうて，インターネット料金を取るんですかっていうことを聞きたいわけ。どう思
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います，それ。僕は，もうここだけじゃないと思うんです。こういう人からインター

ネットを使わんからって申請があったら，はいはいって言うて，ＴＡは置いといたら

ええと思うんですよ。そのことについてどう思いますか。町長に聞きょんですよ。ほ

かの人に聞いてもしょうがない。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 担当課長からも答えがあったと思いますが，もともとこの事

業というのは，３つのサービスを１つとして始まった事業というふうに，当初から始

まったと認識しております。そういったことで，従来からテレビがもともと見えない

ということで始まった事業というのはあるんですが，当該事業をするためには情報通

信等の整備ということで，３つの事業から始まったというふうに解釈いたしておりま

す。そのような中で，議員おっしゃるようにＩＰ電話は無料というんではなく，確か

に地域内では無料なんですが，外へ出ていく電話については電話料金は必要であると

いうことは，説明会の当初から申していたというふうに思います。私もそういう記憶

がございます。そういう意味で，今回，インターネットを利用しない方について，町

からその補助，それに関してターミナルアダプターについては活用させていただくと

いう意味で引上げさせていただくということで，そういったところの公平性も保たれ

るために，そういったことをさせていただきました。 

 ＩＰ電話等については，地域内での回線についてはインターネット等は必要ないか

もしれませんが，出ていくときはインターネット回線を使うというふうに考えており

ますし，使用はするのであるという認識でございます。また，インターネットサービ

ス，こういったものは，場合によったら料金を支払ってのサービスということでござ

いますので，やはりそのあたりも考えて，外に出ているお子さんやお孫さんのために

というような思いもあろうかとは思うんですが，そこも考えますと，どうにかサービ

スを受けるためには今は料金が必要だということをご認識いただければ，致し方ない

のかなというふうに考えるわけです。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 今のも答えになってないけど，急に聞いたけんあれやね，答

えにくかったんだろうと思うんやけど。一遍ゆっくり考えてみて。行政とは何かっち
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ゅうことで，僕は聞いたつもりです。そんな料金がどうのこうのでなしに，行政のス

タンスを聞いたんですよ。それが分かっとらんというような気がしますけど。偉そう

なことを言うて申し訳ないんじゃけど。ここらでええです。 

 あと10分残ってます。 

 それで，ふれあいの里さかもとが21周年を迎えるということで，これまでさかもと

が担ってきた役割や成果についてっていうことで，１回，こういうことを聞いてみた

かったんです，この場において。私もこれ，実は最後になるもんですから，今聞いと

かんといかんなということで，町長，最初からこの事業には関わってこられたという

ふうに伺ってますんで，ふれあいの里さかもともこれからどうしていこうかっていう

ような岐路に立ってまして，それについて，今までの評価，あるいはどういう認識を

持っとられるかということで，町長の思いって書いてありますけれど，何でも結構で

す。評価っていうか，そういったものを，今後のための参考に聞きたいと思いますの

で，よろしくお願いします。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） ふれあいの里さかもと，前にも答弁で申し上げましたが，坂

本小学校が廃校になって，そのときの条件として何か地区の中心となるような施設と

いうようなことだったと思います。初めには，老人の休養施設であるとかお風呂とい

うようなことが地域の高齢者から要望があったというようなことも聞いております

が。このときに，ちょうど私もそういった企画の仕事をさせていただいておりまし

て，グリーンツーリズムっていうのをちょうど研修で勉強していたところでございま

したので，坂本地区の役員の方々とそういった先進地の視察に行ったというようなこ

とも覚えております。ふれあいの里さかもとがオープンして21年経過し，当初から関

わっていたということで，もう本当に思いの強い施設であるというふうに思っており

ますし，坂本グリーンツーリズムの運営委員の皆様には，これまでの取組に敬意と感

謝を表する次第でございます。グリーンツーリズムで選んでいる施設の農村体験施設

として再スタートしたわけですが，このときに坂本に合っていたなというふうに思っ

ております。地区全体が一つの集落の中に小学校があったというような経過から，ま

とまりが非常に強かった。グリーンツーリズムの宿泊体験施設を運営するに当たっ

て，そのまとまりというんが非常に力強いアイテムというか武器というか，そういっ
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たものになったんじゃなかろうかと思います。当初，こういった施設については，全

国的にもあまり例がなかったということから，いろんな都会からの声とか，県内でも

よく田舎体験，田舎料理を食べられるというようなことで，リピーターも多くあった

んじゃなかろうかと思っております。これは，地区が一つにまとまって，地区の食材

であるとか人材であるとか，いろんなものをそれぞれ持ち寄って採用していただいた

おかげで，多くのリピーターが生まれたんかなというふうに思っております。ふれあ

いの里さかもとを拠点として，地域生活の取組がまた新しく生まれて，また交流人口

の増加のみならず，元気なまちづくりに貢献いただいたというようなところで，その

たびに総務大臣賞や農林水産大臣賞など，各賞の受賞をいただけたというのは，そう

いったことの成果かなというふうに思っております。間で私も担当の課長として，大

学生との交流であるとか，地域づくりでの交流の場としてつながらせていただいたこ

ともあります。視察とかのたびに，この運営委員会の委員長さんなりが適切な視察の

対応をしていただいたということで，本当によかったなというふうに思っておりま

す。また，地元の高齢者や勤めに行ってない方の雇用の創出にもなりましたし，多大

なる経済効果，町のイメージアップ，また過疎化に対してのこういった取組ができる

というような証明ができた施設ではないかと思います。ただ，時代はやはり流れてい

って，今のニーズに十分にマッチしていかないというような部分も出てきたんじゃな

かろうかと思いますが，発想の転換をもう少し考えていけば，まだまだ夢もあるし希

望もあるというような施設になっていくものと思っております。十分に今後，企画し

て考えてやるっていうことも，もう少し頑張ってみたいなというふうに思っておりま

す。そういう施設ということで，私の答弁とさせていただきます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。時間がまだあるので，どうぞ。 

○４番（仙才 守君） ありがとうございました。今，本当に難しいところに来てま

して，どうしたもんかなというように思ってまして。過言な言葉をいただいたという

ふうに思ってます。励みになります。頑張っていきたいというふうに思います。 

 以上で私の質問は終わりたいと思います。ご清聴ありがとうございました。 

○議長（美馬友子君） 以上で４番仙才守議員の一般質問は終了いたしました。 

 議事の都合により，休憩といたします。 

            午前11時58分 休憩 
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            午後１時29分 再開 

○議長（美馬友子君） それでは，休憩前に引き続いて会議を開きます。 

 ７番松田貴志議員の一般質問を許可いたします。 

 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 議長の許可をいただきましたので，松田貴志，令和５年ひな

会議一般質問を通告順に沿って行いたいと思います。 

 まず，部活動の地域移行についてであります。 

 この質問については，花房議員，１番議員から以前，教育委員会のほうにも質問を

された経緯がありますので，改めて確認と，また今後の課題等についても共有できた

らいいかなと思います。 

 まず，2023年度から2025年度までが改革推進期間ということで，休日の学校部活動

の段階的な地域連携，地域移行を進めることになっております。地域の実情等に応じ

て，可能な限り早期の実現を目指すとなっている中で，この地域移行の目的とこの間

の教育委員会と勝浦中学校の対応状況について，まずは教育委員会事務局長からお答

えをお願いします。 

○議長（美馬友子君） 石木教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（石木正昭君） 今回の地域移行の目的と，この間の教育委員

会と中学の対応状況ということでご質問いただきました。 

 まず，今回の地域移行の目的ということで答弁をさせていただきます。 

 現在，中学校の部活動におきましては，学校に生徒が取り組みたい部活動がないこ

とや，また専門的な指導が受けられない場合があること，加えて少子化が進展するこ

とにより，部活動の維持に悩む学校が多く，単一の学校では特定の分野の学校部活動

を設けることができない場合があることなど，学校部活動を従前と同様の体制で運営

することが難しくなってきております。これは勝浦中学校も該当するかなと思ってお

ります。そういったところで，存続がかなり厳しい状況ということでございます。こ

のような部活動を取り巻く状況の中で，今回の中学校における部活動の地域移行は，

生徒のニーズを踏まえ，人間的成長を第一に，まずは生徒の活動をよりよいものにす

ることを目指すとともに，学校の働き方改革のさらなる推進を目指すものとなってお

ります。 
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 次に，これまでの教育委員会と中学校の採用状況でございます。 

 教育委員会としまして，徳島県の教育委員会が作成しております部活動の地域移行

に向けた手引の作成に向けて，年に五，六回程度，説明会を開催しておりまして，そ

れに参加し，情報共有を行ってきたところでございます。現段階におきましては，手

引もまだ策定されていないということで，情報共有の域を脱せていない状況でござい

ます。 

 また，中学校につきましては，町の教育委員会からの連絡待ちという部分があると

思いますが，学校は学校のほうで，部活動の現状を踏まえて，地域移行を見越した協

議，学校内です。先生方の協議を繰り返しているというところでお話を伺っておりま

す。 

 以上，答弁とさせていただきます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） ありがとうございます。今回のこの部活動の地域移行につい

ての目的については，この場で共有できたと思います。 

 その中で，この４月から勝浦中学校が，部活動が今までは入学生全員，生徒全員が

何かしらの部活動に入らなければいけないことになっていたんですが，この４月から

運用が変わりまして，もう個人の判断で入らないことも選択肢として取れるという方

針に変わるようです。そういった中で，やっぱり今の局長のほうから説明があったよ

うな課題，特に勝浦中学については生徒数が少ない，また指導者が少ないので，なか

なか小学校，幼少期から取り組んできたスポーツをそのまま継続することができな

い。さらに言えば，中学校においては専門の指導者がいない等，いろいろ課題がある

中で，今回の４月以降の部活動の自由化といいますか，選択の自由化が取り組まれよ

うとしております。そうした中で，今回の部活動の地域移行がどのように展開される

か。今回の自由化されることによって，運動であるとか，文化の部活動であるとか，

それぞれに入らない選択肢が加わったことで，ちょっと複雑な状況になってきている

のかなって私自身は考えております。そうした中での勝浦町内での現状の課題，また

今後のこの地域移行に向けた教育委員会としてのスケジュールを，今，分かる範囲で

結構ですので，お答えをお願いしたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 石木教育委員会事務局長。 
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○教育委員会事務局長（石木正昭君） 今，議員がおっしゃったとおりでございま

す。まず，勝浦中学校，全員部活動制を令和５年度からは見直すということで報告を

受けております。したがいまして，状況によってはさらに部活動の維持というのが困

難というか，そういうことも予想されます。ただ，これは実際に動いてみなければ分

からないというところで，今後の注視をしていきたいと考えております。 

 なお，地域移行につきましての，まず考えられる課題でございます。今，議員がお

っしゃいましたが，指導者の確保，こちらももちろんでございますし，今後としまし

て考えられておりますのは，やはり保護者への費用負担です。こちらのほうが課題に

なってくるものと考えております。 

 スケジュールでございます。スケジュールでございますが，年度内をめどに完成す

る予定となっております，徳島県における中学校の部活動の地域移行に向けての手

引，こちらが完成見込みとなっておりますので，基本的にはこれを基に取組を進めて

いくことになりますが，現在の教員，生徒を対象としましたニーズ調査，こちらを実

施中です。今後，こちらの調査，これらアンケートを集計，分析を行っていきたいと

考えております。 

 また，来る４月22日でございますが，実は令和５年度第１回目の校長会，開催予定

でございます。こちらのほうで学校とＫ－Ｆｒｉｅｎｄｓの情報交換，こちらを行う

予定となっております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） ありがとうございます。今回の自由化に伴う問題意識ってい

うのは，これから注視していかないかんと思いますし，部活動の加入状況に応じてま

た新たな課題も，局長おっしゃるように出てくることも考えられますので，そこらあ

たりが中学校側との情報交換，情報共有等はしっかりと密に行っていただきたいと思

います。 

 今のスケジュールのほうをお聞きしました。Ｋ－Ｆｒｉｅｎｄｓ等との協議，もち

ろん，今，勝浦町のスポーツ行政の一翼を担っているＫ－Ｆｒｉｅｎｄｓと情報共有

しながら，まだ課題を共に解決していくために歩んでいくことはとても有意義なこと

だと思いますので，この点についても引き続き，そこへ向けての方向性はしっかりと
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共有できるような場をこれからもつくっていってほしいと思います。 

 今の一部のところにも出たんですが，次に移りますが，人材育成等，予算措置の部

分でございます。これについては，現在，勝浦中学校，一昨年までは中学校のほうで

部活動指導員が配置されておりまして，活動されていましたが，現状は活動できてい

ないと思われてます。特に，去年の４月まではバスケットのほうでされておりまし

た。今年度はまた違う部活動のほうで行われているようなお話でございました。しか

しながら，今後においては，特定の競技以外の部分の指導者においても育成していか

なければ，この部活動の地域移行というものがなかなか達成されないのかなと感じて

おります。この点について，今後，教育委員会として地域の指導者をどのように育成

していくのか，確保していくのかについての今後の方針のほうをお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（美馬友子君） 石木教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（石木正昭君） 今の指導者の育成ということで，何をおきま

しても，まず今，ニーズ調査です。こちらでどういった指導者が必要かというところ

を，まずこれをしっかり把握したいと思います。それで，その指導者の育成というこ

とに向けてになりますが，こちらのほうが現在作成中の手引では，地域クラブ活動指

導者です。これ，指導者という観点でということになります。指導者につきまして

は，生徒の発達段階に応じた適切で効果的な指導を行うためには，当該運動種目，ま

た文化芸術分野の指導力だけでなく，指導者として必要な知識や考え方，また生徒理

解やトラブル対応などの知見を身につけておく必要がありますとされております。育

成に向けましてはこういった点，教育委員会としましても留意して取り組んでまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 今の説明では具体的にどのような形で進めるという部分はま

だまだこれからの話なのかなとは受け止めました。実際，小学校のスポーツ少年団の

指導者さんであるとか，現役でスポーツを競技として活動しておられる成人の方等，

町内にはそれなりの指導者，また指導者となり得る人材は豊富におられると思います

ので，そこらあたりのネットワークのような組織も今後は必要なんかなとも思いま
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す。この点については，これから手引等もはっきりしてきた中でまた議論できるかな

と思いますので，またよろしくお願いします。 

 それと，次に移ります。地域移行の受皿となり得る，先ほども申しましたがＫ－Ｆ

ｒｉｅｎｄｓについては組織の強化は，これは大変重要なこと。特に後の質問にも関

わってくるんですが，このコロナ禍，Ｋ－Ｆｒｉｅｎｄｓの会員さんもなかなか増え

るような状況ではない実情であります。人口も減っている中で，会員数を維持してい

くのも難しいとは思いますが，一番そこの会員数をしっかりと維持していくことによ

って，教室のバリエーションであったり，スケールメリットを生かしたクラブ運営等

もできてくるのかなと思っておりますので，ここのＫ－Ｆｒｉｅｎｄｓの組織の強化

については引き続きしてほしいし，まだ既存のスポーツや文化団体との連携強化も重

要になると考えております。 

 そこで，部活動の地域移行や町民の健康づくりを含めたスポーツによるまちづくり

を推進することを目的に，現在，恐竜によるまちづくりを中心とした地域プロジェク

トマネジャーが採用されておりますが，これはちょうど令和５年度で３年目となると

思います。また，令和６年度以降を目指して，地域移行等，スポーツによるまちづく

りを担えるような人材を地域プロジェクトマネジャーとして採用する，このことを検

討してはいかがでしょうか。これについては教育長のお考えをお聞きしたいと思いま

す。 

○議長（美馬友子君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） 地域プロジェクトマネジャーの任用に係ります地方財措置

が１市町村に１人というふうなことになっておりますので，本町にとりましては，現

段階では，先ほど議員もおっしゃられましたように，令和６年度以降の判断になろう

かと考えておりますが，今回の議員からの提案を，今後の部活動の地域移行でありま

すとか，町民の健康づくりを含めたスポーツによるまちづくりへの取組に向けまし

て，大きな参考にさせていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） １日目の答弁で，局長からの答弁で，研究とか検討とか，初

めて参考という言葉が出てきたので，どのように受け止めたらいいのか分かりません
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が，この話はまだまだ時間がある話ですし，この地域移行をするに当たって，様々な

障害，課題が出てくると思うんです。それを突破するには，勝浦町内のスポーツに関

わる住民の方々をまとめて，その先のスポーツ行政の在り方をしっかりと一本化して

いくようなリーダーシップを持った人材が必要と思いますので，この点については，

今後，私もしっかりと意見をしていくべくまた勉強をしていきたいと思いますので，

また今後の議論に期待したいと思いますので，よろしくお願いします。次に移りま

す。 

 ポストコロナへの取組です。 

 町民の健康づくりとして，コロナ禍により外出の機会の減少があったと思います。

これについて，全国的にも高齢者の身体機能や小・中学生の体力等の低下が見られて

おります。このことについて，勝浦町内での現状認識を，福祉課長，また教育委員会

事務局長からお答えをお願いしたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 長友福祉課長。 

○福祉課長（長友清美君） コロナ蔓延時は，通所施設が休業したり，不要不急な外

出を控えたことで歩く機会がなくなり，歩行機能や身体機能の低下につながったので

はないかと心配はしておりました。介護保険の認定区分の変更や新規認定が多かった

ように感じましたが，実際に数字を拾ってみますと，令和４年度の新規介護認定数は

コロナ禍前と変わらない状態でした。統括センターの話では，介護認定されている方

が重度化したり認知症が進んでいる傾向が見受けられるということですが，高齢化に

よるものかコロナの影響かというところまでは分かりかねる状況でございます。 

○議長（美馬友子君） 石木教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（石木正昭君） コロナの影響等で，全国的に小・中学生の体

力低下が見られるといった新聞報道があったと記憶しております。小・中学生の体力

の状況の確認につきましては，全国体力運動能力，運動習慣等調査ということで，児

童・生徒を対象とした調査がありますが，この結果が一つの目安になってくるものと

考えております。この調査は，握力や上体起こし等の種目について，小学校では５年

生の男子，女子，中学校では２年生の男子，女子を対象に調査を行っております。令

和４年度の調査の結果におきまして，勝浦町内の学校では，一部を除き，おおむね合

計得点が全国平均を上回るとともに，各学校において，前年度の合計得点も上回って



- 48 - 

おります。ごく一部を除きます。ご了承ください。ただ，このお話の中で，前年度と

の比較に関しましては，小学校５年生，中学２年生の調査ということで，その年当時

でメンバーも変わってきますので，一概に体力が向上した，あるいは体力が低下した

とは言い切れない部分があるということを含みながら，町内の小・中学生の体力の状

況について確認をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 今の説明によると，新聞，またテレビ等の報道で言われてい

るよりも，勝浦町的にはそれほど顕著な，今回のコロナ禍の影響は出ていないのか

な。逆に福祉課の説明を受けた中では，介護認定の新規の方も昨年よりも減っている

ような状況ですし，比較的，今まで福祉課が取り組んできたいろんな事業が効果を出

してきている部分もあるのかなと思います。そこらあたりは引き続き力を入れていっ

てほしいなと思いますし，また教育委員会のほうも，実際こういった影響って１年，

２年で出てくることじゃなしに，長い時間をもっていろいろと表面化してくる部分も

あると思いますので，今後においてもそういった調査結果は注視しながら，また新た

な一手が打てる体制は組んでおいてほしいと思います。 

 続いて，福祉課長に引き続いて質問しますが，いわゆるコロナフレイルによる負の

連鎖を起こさないように，きめ細かなアプローチが必要だと考えております。以前か

らも介護予防であるとか，また認知症予防であるとか，様々な取組がされてきている

とは思いますが，今後のことを考えると，このコロナ禍以降のことを考えると，今ま

でと同じ事業を続けるだけでもいかんのかなっていう問題意識を持って，今回質問を

させてもらいました。 

 そこで，健康寿命を延ばすためのフレイル予防への取組として，今後どういったこ

とを考えておられるのか，福祉課長にお聞きします。 

○議長（美馬友子君） 長友福祉課長。 

○福祉課長（長友清美君） フレイル予防をするには，人とのつながりを持つ社会参

加や運動，栄養バランスのよい食事，また口腔ケアなどをすることで，加速を防げる

と言われております。運動面では，先ほどお伝えしたように，包括センターに委託を

しまして，いきいき百歳体操やイキイキ元気教室などを開催し，筋力向上トレーニン
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グを行ってきました。また，脳若トレーニングやタブレット教室も開催したことで，

各集会所等に出かける機会があり，みんなと会話できることで社会参加につなげるこ

とができたと感じております。これらは引き続き事業を行っていきたいと思っており

ます。 

 また，これらを継続しながら，本年度は介護保険事業計画を策定をしますので，そ

の会議の中でどのようなものが必要なのかを委員さんから意見をお聞きし，計画に取

り入れていきたいと考えております。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） ありがとうございます。この点についても，今現状分かって

いるコロナ禍の影響に関してはさほど出ていないようですが，今後，新たなデータが

出てきたときには，しっかりと対応できるように取り組んでほしいと思います。 

 教育委員会にお尋ねします。先ほどの答弁である程度出てましたが，全国的には体

力低下が見られているという中で，今後，この小・中学校での体力の向上，これにつ

いてはコロナ禍云々でなしに，もともと体力の低下っていうのは以前から言われてお

ったような状況であったと思います。この点について，今後，勝浦町の教育委員会と

して，小・中学校での体力向上に向けた取組としてどういったことを考えておられる

のか，これについてお聞きしたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 石木教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（石木正昭君） 小・中学校の体力向上に向けた取組というこ

とで，まず現状をご報告させていただきます。今，取り組んでいるものとして，生比

奈小学校，横瀬小学校では持久走大会，業間駆け足，縄跳び検定カードを活用等を行

うとともに，それぞれの学校の体力面での課題を把握して，授業に生かしていくた

め，体力向上計画の作成を行っています。中学校のほうですが，全校生徒のほぼ９割

が運動部活動に所属しており，また部活動所属の生徒も陸上競技協会や空手の活動に

参加していますので，こういったところから，体育の時間とは別に生徒は運動する機

会が確保されているということで伺っております。教育委員会としましては，今後と

も学校と連携を深めて，こういった体力向上に向けた取組を進めてまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 
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○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 勝浦町の小・中学校は，少人数学級と言うたらいかんのか

な。生徒数，児童数が少ないので，きめ細かな対応ができているのが現状なのかな

と。私の子供を見てますと，学校でしっかりと動けているっていう印象も受けます

し，それ以外のスポ少をはじめ，陸協ジュニアさんとか，いろいろ手軽にスポーツに

関われる，スポーツに参加できる素地がありますので，そういった部分への参加が現

状できているので，こういった結果につながっている部分はあるんかなとは思いま

す。 

 今の続きになるんですが，そういった中で，これ，以前，私，令和２年の若あゆ会

議で，これは教育長のほうにお聞きしたと思うんですが，子供たちのスポーツ保険を

町が負担してはどうかと，このときに提案いたしました。スポーツに取り組むハード

ルを下げて，また子供たちの体力向上を目指して，部活動の地域移行を見据える中

で，また今回，新たにこういった子供のスポーツ保険，もう全員に対してのスポーツ

保険をすることによって，あのスポーツこのスポーツでそれぞれ保険を掛けるような

手間は省けるし，学校は学校で別になると思うんですけど，社会体育全般にわたって

の保険は一律で掛けれるようなので，こういった部分を検討してはどうかという質問

を以前させてもらいました。そのときのお答えが，調査研究っていうお答えをいただ

いてました。実際，令和２年の若あゆ会議なので，もう２年半過ぎとんかな。調査研

究の段階は終わっていると思いますので，早急に検討，導入に向けていくのか，また

この調査研究の結果がどうあったのか等も含めて，教育長のほうから答弁をいただき

たいと思います。 

○議長（美馬友子君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） 厳しい質問でございましたが。 

 令和２年度の若あゆ会議以降でございますから，それ以降，コロナがありまして，

私のほうも念頭にはないことはなかったんですけれども，コロナコロナでそれどころ

でもなかったようなこともございます。ただ，意識としてはずっと持っておりまし

て，いろんなパンフレットを議会に来るたびには目も光らせており，いろいろなんが

出てくるなというふうな認識を持っておりました。 

 それで，現在のまずは小・中学校の保険につきましては，今，一般的には日本スポ
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ーツ振興センターが実施しております災害共済というのに加入しておりまして，この

辺は主には各教科の授業，教育課程で授業を受けている場合とともに部活動等も含め

た学校の教育課程の課外課題活動の場合も，けが等の保障，入っておるということ

で，当然部活動中であるとか通学中のけが等についても，この保険は適用できており

まして，かなりの数の方が適用されております。この保険料の掛金でございますが，

令和４年度の現状では，児童・生徒１人当たり年間935円，そのうちの475円は町が負

担させていただいて対応しておるというふうなところが，今，一番保険として誰もが

使う可能性がある部分は，この保険であろうかと思います。また，スポーツ少年団関

係では，研究というところまではいかんですが，現状，どんなんかなというふうなこ

とで，お聞きしたところによりますと，勝浦町総合型地域スポーツクラブに加盟した

団体には，勝浦町総合地域スポーツクラブ競技スポーツ強化支援金という制度がある

ということで，これは保険ではないんですけれども，構成員１人当たり2,000円を交

付しておるというふうなことで，こんなことも取りあえずは具体的に身近なところに

ある制度，につきましてはこういうところであるということの認識の上に，今後は部

活動の地域移行に際しまして，今回の提案も参考にさせていただきながら，これらの

取組のまずは検証やら，現在加入しております災害共済の今後の動き等も，これもな

かなか変化もしておりますので，情報収集等も含めまして，地域移行への取組という

ふうなところで進めてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） ご答弁ありがとうございます。今の答弁の中で，１つ，キー

ワードとして地域スポーツクラブ，勝浦的にはＫ－Ｆｒｉｅｎｄｓなのかなと思いま

す。現状，これも以前にも説明したんですけど，Ｋ－Ｆｒｉｅｎｄｓに加盟している

教室等への参加についてはＫ－Ｆｒｉｅｎｄｓの保険で全て賄えるんです。だから，

今後，地域移行も踏まえて，またスポーツ少年団も含めて，ある程度，Ｋ－Ｆｒｉｅ

ｎｄｓ中心に，そういった部分を束ねる形で保険の一本化もできるんかなと思いま

す。今，陸協ジュニアさんも個別に保険を掛けたり，また今後，新たに子供を対象に

したバスケットの教室，もうチームとしてこの４月からは県の協会のほうに登録する

らしいですので，そういったチームも含めて一本化できないのかな。この際，地域移
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行のタイミングでそういった部分も可能性を探ってほしいなと思います。この点につ

いて，教育長，今後またＫ－Ｆｒｉｅｎｄｓとか学校とか踏まえて協議する場はある

と思いますが，そういった場での提案，またいろいろほかのチーム，関係者に意見を

聞く中で，何かしらの負担軽減ができないかっていう問いかけ，また教育長としての

思いをその場で伝えれるような気持ちがあるのかどうか，そこらあたりの考えだけ，

もう一回，聞かせてください。お願いします。 

○議長（美馬友子君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） いろいろ私も不勉強で，この分野，なかなか知ってないと

ころが多うございました。今後とも，ちょうど今，そういうことをしっかり考えない

かん時期に来ておるなということは常々考えておるところでございます。今後ともこ

ういう保険的なところ，こういう形での支援をしっかり考えながら，地域移行を考え

ていきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） ありがとうございます。次に移ります。また，この点につい

ては議論できる場があると思いますので，お願いします。 

 教育委員会関係で最後になるんですが，コロナ禍以前より現役世代のスポーツ離れ

は顕著であり，この３年間でさらに身体活動やメンタルヘルスへの影響が大きくなっ

ているように感じております。生活習慣病や糖尿病予防の観点，また将来の医療費抑

制等を考慮すれば，現役世代のスポーツへの参加推奨を含めたスポーツ活動を積極的

に取り組む必要があると考えます。１番議員からも，確認として，地域対抗スポーツ

大会等の取組はどうなっとんなっていう質問も今回議会でありましたが，今後の課

題，また対策等について，事務局長よりお答えお願いします。 

○議長（美馬友子君） 石木教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（石木正昭君） 本町のスポーツ振興を担っていただくことを

目的に，総合型スポーツクラブ，Ｋ－Ｆｒｉｅｎｄｓ，設立されているところでござ

います。こちらのクラブですが，先ほど松田議員からもありましたように，人口減少

等も一因と考えられますが，設立当初から会員数が減少しているといった状況でござ

います。そういったところから，まずはスポーツ振興を担っていただくクラブの組織
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強化というものが課題になってくるものと認識をしております。それとともに，これ

も先ほどから議員，お話が出ていますが，スポーツの振興の面からいえば，部活動の

地域移行の話にもありますように，町内のスポーツ，各関係団体等との連携，こちら

のほうもますます重要になってくるものと考えております。 

 話がちょっと飛びます。先ほど申し上げましたクラブの会員数の推移でございま

す。こちら，ずっと減少していたわけですが，実は令和２年度から令和３年度にかけ

ましては，会員数，増加をしております。こういったところで，ただ減少，致し方な

いでなしに，増やせる可能性も残されているのかなというところで認識しておりま

す。こういった点も踏まえまして，これまで以上にＫ－Ｆｒｉｅｎｄｓとスポーツの

関係団体，また教育委員会が連携を深めて，本町のスポーツ振興を目指していきたい

と思います。スポーツにはこういった体力面，こちらの効果も考えられますし，また

精神面，リラックス効果でありますとか，実は昨日，私，とくしまマラソンの手伝い

に行ってましたが，ランナーの方のゴールを見て，涙するランナーの方がおります。

達成感というところでしょうね。そういったところで，心のほうの健康の効果，こち

らも十分考えられますので，こういった点，重要さも認識して，また関係者の皆様と

スポーツ振興，取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 今，局長から説明あった会員数について，この一つの数字に

一喜一憂してもしゃあないと思うんですけど，実際，元に戻ったっていう表現でいい

のかなと思います。令和２年度に向けて，もう底になって，令和２年度は教室の中止

が多々ありましたし，それに向いて，会員にならんでもええかなって考えられた方が

多かったのかなって私は感じてます。令和３年度はある程度慣れてきた感があった

し，運営側もいろいろコロナ対策しながら教室もされておりましたので，そこらあた

りの回復になったのかなって，私は分析しております。どちらにせよ，Ｋ－Ｆｒｉｅ

ｎｄｓが中心になって，今後，この勝浦町のスポーツ行政は担っていくべきだなと私

自身，思ってますし，行政としても今以上の財政のサポートっちゅう部分が必要かど

うかっていうのは，私自身，よく分かりません。もうちょっとスポーツに集中してほ

しいなっちゅう思いが，一部では私自身，感じておりますし，そういった部分で，今
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後のＫ－Ｆｒｉｅｎｄｓの在り方とか，町が求めるＫ－Ｆｒｉｅｎｄｓの姿っていう

部分も，ある程度，議論をしていってほしいなと思いますので，また私もしっかりと

注視して，また議論をさせていただきたいと思いますので，よろしくお願いします。 

 それでは，次の福祉課のほうに移ります。 

 コミュニティーサロンの整備ということでございます。 

 コロナ禍で全国的に介護サービスの抑制等による認知機能の低下が見られたり，高

齢者の移動動作能力や歩行能力，柔軟性が通常の１年の３倍以上低下しているとする

研究結果が筑波大学より出されるなど，コロナ禍による地域活動やサークル活動が縮

小した影響が出ている部分もあります。勝浦町でも各地域での敬老会が中止された

り，冠婚葬祭が縮小されるなど，地域コミュニティーが衰退している状況であると思

います。通いの場づくり，これ，通いの場というのは総合計画の中で示されている言

葉でありまして，この通いの場づくりが求められている今，それらを担う人材確保に

向けての方策という部分が大事になってくることと思います。場所は構えたけど，な

かなかそれを担う地域の人材がいないっていう実情もある中で，今後の福祉課として

の方策をどのように考えておりますか，お願いします。 

○議長（美馬友子君） 長友福祉課長。 

○福祉課長（長友清美君） 地域支援事業実施状況調査においては，勝浦町での通い

の場としては１か所，勝浦町老人クラブが行っているサロン活動としております。各

地区老人クラブ，14地区におきましても，住民主体となって活動されていることか

ら，通いの場になっているのではと考えております。勝浦町には各地区に老人クラブ

がございます。コロナ禍におきましては様々な行事が中止になったというふうにも聞

いてはおりますが，令和３年度の実績報告を見ましたところ，月１回程度集まり，清

掃活動や誕生会，研修会などを行っていたようでございます。各地区の会長が高齢者

のリーダーとして活動いただいていると理解しております。先ほども，また協力には

なるのですが，高齢者が自主的に活動できるようにサポートしていきたいと考えてお

ります。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） いわゆる高齢者っていう方々は，65歳以上で健康で元気でサ

ポートできる立場の方，またそこまでは無理やけど，楽しみで，みんなと会って会話
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したり，いろんな余興を楽しむことが楽しみで参加されている方等，いろいろいらっ

しゃると思いますが，今，課長から説明があったように，徐々に通常を取り戻しつつ

ある。棚野のほうにおいても毎月の誕生会も通常に戻りつつあるようで，また以前，

議長とも話している中で，棚野地区においては老人会での誕生会等をサポートする組

織がつくられるなど，地域でのそういった取組がこれからは必要になっていくのかな

と。課長自身も認識しておられるようで，地域地域で，地域の方がその地域の高齢

者，また同じ世代になるかもしれんし，また私たちみたいな成人男性，また子供会も

含めてなんですが，そういった高齢者を元気づけるような取組ができる部分が必要な

のかなと。特にこの３年間，愛育班活動の中で，高齢者とか地域の方と子供が触れ合

う機会等も減っている状況なんかなって思いますので，そこらあたりも今後引き続き

取り組んでほしいし，さらにはまた新たな視点での取組も行っていってほしいなと思

います。 

 次の部分の，現在，社会との接点がコロナ禍で減ってきているっていうところが一

番の課題なのかなと。今まで以上に必要とされているこういったサロン的な場所，皆

が集える場所っていう部分については，孤立防止を目的として，こういった，いわゆ

る通いの場とか，子育て世代については子育て支援センターなどを活用して，交流を

生み出すきっかけづくりっていう部分を今までも行政が行ってきましたが，ポストコ

ロナを見据えて，今後さらに積極的に取り組むべきだと私自身考えておりますが，担

当課としての今後の計画について，何か具体的なことがあればお答えいただきたいと

思います。 

○議長（美馬友子君） 長友福祉課長。 

○福祉課長（長友清美君） 子育て交流センターでの音楽会のイベントには，近所の

方にも声をかけて参加していただいたことで，交流が図れたと思っております。 

 また，子育て交流センターは，子育て家庭の支援や児童の健全育成を図ることを目

的に設置されておりますので，高齢者の方のみの使用は難しいんですが，家庭で保育

されているお孫さんがいれば，一緒に参加していただき，交流を図っていただけると

考えております。 

 また，先ほどもお伝えしましたが，今後の取組につきましては，介護保険事業計画

策定の中で委員さんの意見をお聞きし，計画していきたいと考えております。 
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○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 一番最初の質問の答弁でもあったように，今までの勝浦町と

しての取組がしっかりと効果を出してきているっていう現状，数字とも取れると思う

んです。だから，そこらあたりの質を落とさずに，今後のコロナ禍の影響がどういっ

た形で現れるか分からないので，そこらあたりは一年一年，一個一個のデータってい

う部分をしっかりと注視して対応を続けていってほしいと思いますので，よろしくお

願いします。 

 この点について最後になりますが，町長にお伺いします。 

 この高齢者や子育て世代をはじめとした地域住民が，コロナ禍以前の通常を取り戻

して，さらには持続可能な地域コミュニティーを構築するためにも，サロンの整備を

含めた具体的な取組が必要と考えます。ここで言うサロンというのは，先ほど説明の

あった老人クラブが設置されている部分じゃなしに，地域地域，全ては無理かもしれ

ませんが，ある程度まとまった地域にそういったその地域の高齢者が集える場所があ

ってもいいのかなっていう思いも込めてのサロンっていう位置づけになります。この

点についても含めて，町長のお考えをお聞きしたいと思います。お願いします。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 今，福祉課長からもありましたように，みんなが通える場，

全員社会参加の場という意味合いにおきましては，コロナ禍の途中から始めました脳

トレ，それからタブレット教室，こういったことを地区の集会所等で寄っていただい

てやったことは，非常に効果があったかなと。目的は，まずタブレットとか，そうい

った電子機器になれようというようなことが主たる目的ではあったんですけど，高齢

者を，家でおるんじゃなく引っ張り出すというようなことの二次的な目的もあって，

それが大変効果があったと私は認識いたしております。 

 それから，以前からぽかりんカフェであるとか，老人クラブのそれぞれ地区ごとに

やっております毎月の誕生会であるとか研修会，こういったことを私も地区の老人ク

ラブの方には相談させて，令和２年度においては，もうちょっとまだしたらいかんが

のうがというて言われてたが，もう３年になると，お茶を飲むぐらいやったら構わん

から話しをしようというような話もした記憶があります。４年になってきたら大分以

前の状態が回復してきているのかなというふうに思っております。 
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 それから，みんなの運動会とかも，あまり高齢者っていうのはなかなか運動という

と出にくかったのかもしれませんけど，いろんな意味合いで参加できる，久しぶりに

地域のいろんな年代が交流し合えるという意味合いでは，そういった意味では，昨

年，実施させていただきましたけど，それもよかったかなという，一定の結果はあっ

たかなというふうに思っております。 

 そんな意味で，決してコロナ禍で手をこまねいていたわけでなく，アフターコロナ

につながるような事業に取り組めたんじゃなかろうかと思っております。そういった

ことがすぐに効果っていうことではないんですが，今，教育委員会からも，また福祉

課からも表れてくる数字が向上しているということは，大きな弾みになったのかなと

いうふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 今，町長おっしゃるように，脳トレとかタブレットとか教室

においては盛況で，多くの高齢者が参加されたとも聞いております。令和５年度も引

き続き実施されるようですし，そういった部分，先ほどの説明の中では，年度を通じ

て地域に１回，２回ぐらいの実施しかされないっていう部分がありますので，今後，

先ほどの私，人材育成の中でもこういった部分は問題意識と思ってましたが，タブレ

ット教室，脳トレも含めてなんですけど，アプリケーションを入れまして，それをし

っかりと高齢者に伝えて，それをトレーニングするような人材育成という部分も，

10番議員がおっしゃっていたようなフレイルサポーターとともに育成していくのも一

つの手なんかなと。そういったことによって，毎月の誕生日会とか，老人会の集まり

とかで，そういった部分が楽しみになって，行ってみようかなって思われるような場

所づくりにもつながるのかなと思いますので。確かに場所づくりは二の次で，まずは

人づくりをすることによって，自然とそういった場所が生まれるような仕組みをつく

っていただければなと思います。実際，今，数字的には効果が出てきておりますの

で，引き続き力を入れていっていただいて，私が将来，自分たちの子供からサポート

を受ける立場になるときには，あんまり子供たちに負担感を背負わせるのが気が重い

ですので，今からそういった習慣づけができるような勝浦町であってほしいと思いま

すので，よろしくお願いします。 
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 最後の質問です。すごくペースがよいので，安心してます。所信表明を受けてとい

うことでございます。これについて，申し訳ございません，通告が遅くなりまして，

どうしても所信表明を読んでからしたかったので，遅くなりまして申し訳ございませ

ん。今後のまちづくりということで，３点質問をさせていただきます。 

 令和５年度予算に計上されております高校生への就学支援としての10万円給付でご

ざいますが，これについては，保護者の負担軽減として大変喜んでもらえるものと思

います。しかし，向上心を持って学習に励む中学校の生徒にとりましては，不条理で

不公平な学区制の問題を早期に解消していくことがとても重要でないのかなと思いま

す。３年から５年後をめどに効果などを検証し，改めて将来的な学区制の廃止などを

検討するとされていました。以前より町長にも，また教育長にも，事あるごとに発言

をしていただいていることと思いますが，この，城東高校の全県，学区制を撤廃し

て，また流入率を上げるという改革が行われてからちょうど３年が経過してまいりま

した。また，昨日は，鳴門市においても学生についてのシンポジウムが開かれている

ような状況でございます。こういった中で，同じ考えの首長，県内にも多くおられる

と思いますが，その首長とともに，こういった学区制撤廃に向けての行動を起こして

ほしいと思いますが，野上町長の改めての決意のほどをお聞かせいただきたいと思い

ます。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 学区制のこと，就任したそのあたりはいろいろこういったこ

とについて，今回，鳴門市であった，鳴門市長さんとも協議をさせていただいたり，

また知事との懇談会で，直接だったかどうかは覚えてはいないんですが，ご意見させ

ていただいたりというようなことがありました。ちょっと間が空いてしまっているか

なという感はありますが，また県に向けて，また教育委員会等に向けても発言する機

会があろうかと思いますので，１回は提案はさせていただきたいなというふうに思い

ます。 

 それから，ただこの学区制ができた背景っていうのが，地域の子をっていうような

意味合いもございます。そういった例からいいますと，今，小松島西高校勝浦校とは

いろんな意味で連携も進んでき始めたところでございますので，そういったところも

大事にしながら，こういった問題に取り組んでいきたいと思います。やはり声を上げ
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ていると，議員おっしゃるように，城東高もどこからもっていうのと，またほかの選

抜高の受験率のアップあってというようなこともつながってきたと思いますので，こ

れからも機会あるごとにご意見，提言はしていきたいと思っておりますので，どうか

ご理解をお願いできたらと思います。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） ありがとうございます。この点については，勝浦町でもとも

と住んでいた方，また移住されてきて子育て中の方っていう，それぞれが条件不利地

として分かった上で勝浦町の教育を受けてくれている現状なんです。その中で，今

回，阿南方面の通学バスが廃止されて，私の感覚的には南より少し小松島，徳島市内

方面の生徒の比率が増えたんかなっていう，今，感覚でおります。そういった中で，

実際の点数を具体的に言うのも何ですが，富岡西高校とか富岡東高校とかの普通科を

目指す子供たちにとっては，徳島市内を受ける可能性が，学区制がなくなったら少し

は増えるんかなっていう感覚でおるんです。実際してみなんだら分からんっていう部

分もあるんかもしれませんが，そこの不公平感をまずは取っ払って，ある程度，入試

に対する条件だけでも，ほかの地域の方たちと同じスタートラインに立てるような状

況には持っていってほしいなと。町長言われたように，もともとの学区制が取り入れ

られた実情っていうのも，私自身，理解しておりますし，また地元の高校との連携の

重要さも理解しておりますので，そこらあたりは，こっちはこっちで割り切って進め

ていってほしいな，声を上げていってほしいなと思いますので，引き続きの提言，お

声かけのほうはよろしくお願いしたいと思います。 

 次に移ります。 

 広域ごみ処理計画が頓挫をしました。これについて，今，勝浦町として主体的に将

来の一般廃棄物処理について再検討が必要と考えてます。令和２年に一般廃棄物処理

基本計画を策定されていると思いますが，そこらあたりに関しましても，広域整備を

前提に立ててきた計画なんかなって，私自身は考えてます。そういった中で，現在委

託先である小松島市への配慮が必要でありますが，現行の分別や収集方法，また施設

整備をいま一度，検証して，また以前，今もあるんかな，勝浦町の環境町民会議をは

じめとする関係者による議論の場，新たな一般廃棄物処理基本計画に対する議論の場

っていうんが必要でないんかなと思います。この点についての町長の見解をお聞かせ
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ください。お願いします。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 広域ごみ処理の徳島市との協議が終わってしまうということ

は，今回の議会でも，去年も質問があり，大変遺憾に思っているところではございま

す。ただ，立ち止まっていたんでは，これからもことも何も始まらないということ

で。今お願いしている小松島市のごみ処理施設，非常に老朽化していて，修繕をして

いく上でも大きなお金がかかっているというような状況でございますので。話の中

で，市長と話をする上では，もうすぐにでも新たな計画を策定に向けてやっていきた

いというようなことも聞いております。ただ，勝浦町が今までごみ処理施設をやって

きた経過として，一番初めに立川に焼却炉を持つ焼却場ができたときから20年余りで

修繕費に多くお金がかかるとか，そういった理由でここの施設をやめて，また新しい

施設を改築したと。ただここの施設も大きな改修が必要になってきたときに，これ中

でも，また外に向けての協議をしての結果と思うんですが，そこも廃止するとして，

小松島市にお願いしたというような経過と思います。これを考えると，両方の施設と

も20年そこそこで，またそこからは大きく費用がかかってくるっていうのが表れてい

るというようなことで，なかなか単体での施設整備っていうのは大きな費用がかかっ

てくるので，これを計算せずに新たな方向に向かっていくっちゅうのは非常に危険な

ことなんで，ある程度，概算でも見積もって，最終判断をしなければいけないと思い

ます。今は小松島市が，そういった進めていくというような話もお伺いしております

ので，また時期を見て，小松島市にも協議，あるいはそこの場に乗せていただけるよ

うな話も進めていかなければならないと思っております。ただそれまでに，先ほども

申したように，単独で処理施設の整備をすると幾らになるか，あるいは小松島市に状

況も聞き，また民間等の状況も聞きというところで，５年度の前半ぐらいでは，ある

程度そういったことを議会にもお願いして諮っていくっていうように考えております

ので，またそのときにはご指導，ご協力をお願いできたらと思います。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 私の質問が言葉足らずの部分があったと思いますが。広域計

画があってもなくても，勝浦町が主体的にどういった一般廃棄物処理を行っていくか
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っていう部分についても，いま一度，再検証をしてもええんかなっていう部分が一部

ありました，私の思いとしては。そういった中で，民間委託になろうが広域行政にな

ろうが，以前の第1読会でも言うたかもしれませんが，ごみの減量化を進めていかざ

るを得んっていうのは，費用負担を少しでも縮減するためには，特に生ごみが３割，

４割あるやという話もありましたし，そこらあたりを縮減していくのが一番大事な部

分であります。そういった中で，実際，今回，基本計画を見直して，数字とか見たん

ですよ。その実現に向かって，実際，住民課が取り組んでいるかとなったら，ちょっ

と厳しい数字が並んでるんですよ。また見てください。多分，難しいんかなと思いま

す。そこらあたりも含めてなんですが，ごみ量を減らすことによって町民の負担が減

っていくっていうのは，もう紛れもない事実なんで，そこに向かっての新たな計画っ

ていう部分を，見直しっていうのはありなんかなと思う，計画自体を。全体見直すの

は必要ないと思うんですよ。だけど，広域行政がそのとき想定してた形と違う部分に

なったので，一部変更も含めてなんですが，協議し直すことも必要なんかなと思いま

すし，以前から言わせてもらっているのが，不燃物処理場の対応もそうです。老朽化

してきて，あれについても今後も不透明になっている状況で，今後の整備状況，また

どういった処理をしたらいいかも含めてやけど，見直す時期なんかなと思いますの

で，そこの部分についての見直しを，町長自身，どう考えておられるんか，その点に

ついて聞かせてください。お願いします。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 議員おっしゃるように，もう少し根本的な，私が先ほど申し

上げたよりもう少し深く，根本的なところから考え直すっていうことは，徳島市との

広域ごみ処理が終わった段階で，必要なことかと思います。時間もあまりないんです

が，ある程度，そういったことは見直しをして，広く町民の皆さんからもご意見を聞

くようなこともしなければいけないのかなというふうに思います。この不燃物処理の

ことに関しても，予算の段階での内部協議の中で，その必要性っていうのも話の中で

は議論したこともあるんですが，そのあたり，また小松島市が新しくするとしても，

何年もかかる事業でございますので，それまでどういうふうにしていくかっていうこ

とは，一緒にやっていくかどうかっていうようなことを決めるまでに，ある程度，自

分のとこで内部状況，方針はつくっていかないかん。そのためには，いろんな方を交



- 62 - 

えての審議というか研究というか，そういったものは必要になってこようかと思って

ます。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） ちょうどコロナも明けて，明けてって言うたらいかんね。コ

ロナウイルスは存在してますが，比較的，社会的にはコロナと共にっていう感じにな

ってきてますので，今，町長おっしゃられた部分も含めて，環境町民会議っていう，

一つの講演を聞くだけの会じゃなしに，ほんまに今後の勝浦町の環境行政，またごみ

処理等についてどうしていくかっていう，実りある会議をしていってほしいなと思い

ますので，この点，また住民課長，よろしくお願いします。 

 一言言わせてもらえば，勝浦町のごみ処理って，もうほどよく，負担感もほんなに

ないし，ちょうどええぐらいと思うんです，実際。私，実は議員になりたてのとき

に，上勝町が今取り組んでいるゼロ・ウェイスト政策っていう話に感銘を受けて，こ

こで質問させてもらったんです。今思えば何て無謀な提案をしたんかなって思います

が，勝浦町の人口規模，また年齢構成等を考えれば，住民の負担感はとても今，ほど

よい負担感の下でごみ処理がされていると思いますので，今ぐらいの負担の中で，今

後も工夫しながら，ちょっとでも費用が要らんような形にしていってほしいなと思い

ますし，また私もしっかりと勉強して，またこの場で提案したいと思います。お願い

します。 

 それでは，最後になります。 

 コロナ禍の３年間の影響は，地域社会に今後さらに大きな影を落とすことにもつな

がるかなと考えてます。今年度の事業，また町長の所信表明も含めてなんですが，私

が想像していたほどは，このポストコロナを見据えた事業とか予算がなかったのか，

野上町長の独自色というのが，公園整備も含めての観光交流等には幾分か見受けられ

たとは思いますが，今後のまちづくり，またコミュニティーの再生等への積極的な予

算っていう部分が，私自身は少なく感じました。令和４年度決算で30億円余りの基金

が積み上がってきているような状況です。この基金も，以前からの職員の方々の努力

であるとか，また住民の協力であるとか，様々な努力の結実でもあると思います。簡

単にこういった基金を使うことを提案するのはどうかなとは思いましたが，やはり今
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後の20年，30年後の勝浦町のことを考えれば，いま一度この基金を積極的に活用する

中で，また国や県の事業と絡ませる中で，思い切った，今，事業にチャレンジする時

期なんかなって思います。ちょうど昨年の11月の県議会においても，岡本富治県議会

議員が飯泉知事に基金が大分たまってきたと，今こそこの基金を活用して，徳島県の

復興ではないですが，活性化に使うべきなんちゃうかっていう質問をされておりまし

た。知事も前向きな答弁を当時されていたと認識しておりますが，勝浦町において

も，ポストコロナを見据えて，野上町長自身が思い描くこの勝浦町の未来のためにど

ういった事業，また取組を頭の中で描いておられるのか，実際，令和５年度の予算に

は反映されませんでしたが，今後の町長のビジョンをお聞かせいただければ幸いで

す。お願いします。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 先ほどのコロナの状況で，フレイル，高齢者向けの脳トレっ

ていうようなことも話させていただきました。これ，コロナの時期にやり始めたって

いうこともあって，もうそろそろ社会参加っていう意味合いも含めて，主たる目的は

こうではなかったんですが，しておりました。これらのことは，コロナの後の，いわ

ゆるアフターコロナの社会参画とか，そういった意味合いで非常に効果があったとい

うことで，これ続けるっていうことは，非常に有意義なものである。そういった意味

もあって，５年度については今までと同じように継続していく。これらの一つはコロ

ナ後の対策じゃなかったかなというふうに思いますし，みんなの運動会であるとか，

いろんな文化活動っていうのも，前に行っていたんで目新しくはないんですが，そう

いったものも一つのアフターコロナの力の入れよう，それらを充実させるっていうこ

とも必要じゃないかなっていうふうにも思います。 

 それから，議員おっしゃるように，子育て交流支援センターの遊具であるとか，ま

た星谷運動公園の遊具等の整備，また花壇等の整備ということで，これは小さな子が

遊びに来やすい，あるいは行きたいなと思っていただけるような公園に再度していく

ということが，外に出る機会，また子供たちの体をつくる機会になってくるかと。 

 それから，１点大きいのは，交流拠点施設として道の駅周辺整備に５年度から着手

していきたいということで予算を計上させていただいてます。 

 大きな思いとしたら，このほかにも防災関係のやっていかなければいけない事業っ
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ていうのはかなり多くあります。こういったものについて，今後，もう少し具体的に

進めていきたいと思っておりますので，５年度の補正予算でお願いするようなことに

なるかもしれませんが，そういったことも視野に入れております。 

 それから，今までやってきたことなんですが，産業振興っていう意味で，町の経済

活動が活発になるっていうことは，かなり町民も元気になってくる。そういったこと

を見据えた対応っていうのは，今後，今までも私は力を入れてきたつもりでおるんで

すが，もっとそういうことがあるんであれば，今以上にやっていきたいというふうな

思いがございます。基盤整備とかそういったものについては，通常今までやらなけれ

ばいけないことと思っておりますので，このあたりで考えていただけたらというふう

に思います。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） ありがとうございます。私は議会議員という立場ですので，

勝手な質問をして，町長の産みの苦しみでないですが，予算，事業化する難しさ，ま

た長期的な財政のことを考えたら，なかなかしたいこともできないような実情も分か

りつつさせてもらってるのも心苦しいのですが，せっかくポストコロナとして，今，

もう春を迎えて，これから今以上に観光交流が活発になって，また地域の方々も外に

出て，また県外に出て，どんどんどんどん活発に行動される時期なので，それととも

に何か夢の描けるような事業があったらうれしかったなって思ったので，質問させて

もらいました。実際，コロナ禍，交付金を活用して多くの種をまいてきたことと思い

ます。こういった部分が芽吹いてくるのも，もう今年，来年，再来年，徐々に芽吹い

てきて，産業交流，また地域づくり等，活発になると期待しておりますので，今後と

も引き続き町長の思いをしっかりと予算に反映させて，私たちが将来の勝浦町をイメ

ージできるような予算づくり，事業づくりに邁進してほしいと思います。 

 最後になりますが，これは今年の卒業式後のクラスでの最後のホームルームの，後

で記念写真を撮らせていただきました。ちょうど生徒，小学校の児童もマスクなしで

の式典参加ということで，ようやくもう私自身，親としてもなんですが，うれしくと

ても感じておりました。みんなのこの笑顔が今後も続きますように，またこういっ

た，今後，方々に羽ばたかれる生徒さんが，将来，勝浦町に住みたいなって，また戻
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ってきたいなって思ってもらえるようなまちづくりを私自身もしっかりと支えれるよ

うに勉強してまいりますので，今後とも町政一丸となって頑張っていけたらいいのか

なと思います。ご清聴ありがとうございました。 

○議長（美馬友子君） 以上で７番松田貴志議員の一般質問は終了いたしました。 

 議事の都合により，休憩といたします。 

            午後２時41分 休憩 

            午後２時59分 再開 

○議長（美馬友子君） それでは，休憩前に引き続いて会議を開きます。 

 ９番国清一治議員の一般質問を許可いたします。 

 国清議員。 

○９番（国清一治君） 議長の許可をいただきましたので，９番議員，質問いたしま

す。 

 この写真は，阿波おどり空港に飾ったひな壇でございます。今ちょうど，これから

ですか，台湾からの国際便がまた動くということで，この飾りは４月10日まで飾るよ

うになっておりますし，ひな祭りも今月末で終わる予定でしたが，４月９日までは続

けて開いておりますので，よろしくお願いします。 

 質問に入りますが，私は初陣のときから，安心，振興，交流を政治信条の３本柱と

して，この16年間，手を替え品を替え，１回も休むことなく一般質問を続けてきまし

た。その結果を「光流」という後援会だよりで，毎年１月１日に手配りで支援者の皆

さんに配付をしておりまして，今回で19号を数えております。任期もあと僅かになっ

てまいりました。最後の登壇になりますが，今回もあえて初陣のとき，そのままの３

項目で，総決算の思いで質問をいたします。できましたら，時間を残して次の会議に

臨みたいと思っておりますので，事前に理事者の皆さんにＱ＆Ａで示していることに

ついて，ひょっとしたら割愛するかも分かりませんし，理事者の皆さんは聞いたこと

だけ答えてください。勉強したことを皆答えないようにお願いしときたいと思いま

す。 

 まず初めに，安全・安心のまちづくりで，南海トラフ大地震の備えについてであり

ます。 

 16年前は，ちょうど東南海・南海地震が言われ始めた頃で，マスコミ等でも再三報
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道されてました。当時，私が一番に聞いたのは，勝浦の被害想定でありました。ここ

で課長に聞きますが，最新の勝浦町の被害想定についてお願いいたします。 

○議長（美馬友子君） 中瀬総務防災課長。 

○総務防災課長（中瀬弘晴君） 南海トラフ巨大地震が発生した場合の被害想定でご

ざいます。マグニチュードでは9.0と予想されております。沿岸部では津波の影響が

あると思われますが，勝浦町の被害については津波の脅威はないものと思っておりま

す。震度６強の地震が襲い，建物全壊，焼失，半壊，合わせて1,180棟，死者，負傷

者が最大で220名，ライフラインにつきましては，上水道，電力は発災後１か月を過

ぎても全てが復旧がしない見込み，固定電話，携帯電話の完全な復旧となるのは１か

月以上を要することと考えられます。避難者数におきましては，避難所避難，避難所

外の避難，合わせまして1,200名から1,700名，生活への支障が出ると予想をしており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 当時，私が答弁いただいたときからかなり増えてます。当時

は30年以内に50％の確率でしたが，今は70から80に上がっております。そういうこと

で，私は今までほとんどの議会で防災について質問しておりますが，これは勝浦町の

被害をいかに少なく食い止めるかが私のベースになっておりますので，これに基づい

て数々の質問をしておりますが，一番質問をしたのが，実践的な全町一斉防災訓練で

あります。今まで15回実施しておりまして，私はその都度，質問し，10回以上は質問

をしていると思いますが，町長も職員としておられたと思いますが，今までのこの訓

練についての，消防長の立場で成果と課題，概要で結構ですので，どう見てますか。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 全町一斉防災訓練を実施してきた上での課題についてでござ

いますが，まず全町民に災害に対する意識をどう根づかせていくかということでござ

います。幸いに，県としてもそうですが，勝浦町は大きな災害は発生しておりません

し，経験もしておりません。ただ，以前にはジェーン台風など，大きな台風が来て，

勝浦町，多くの被害が出たっていうようなこともあります。マイ・タイムラインワー

クショップとか継続して開催しておりますが，洪水ハザードマップを見たり，持って
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いない方はいないと聞きます。備えるという意識をもっともっと高めることが必要で

ないかと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 当時の状況ですが，私が議員になったときが第１回でした。

そのとき2,000人の参加があったということで，当時の町長は非常に大きく評価をし

ております。そのときに，９月の第１日曜日を防災訓練の日としてと言いましたが，

私が再問で，なぜ一斉清掃に併せて，町民が疲れているときに続けてするのかという

ことを言いました。そのときの答弁は，９月１日の国の防災の日にするか，８月の最

終日にするかなど，今後，町民の声を聞いて検討したいという答弁があったわけです

が，あれから15回，１回もこれ変えておりません。野上町長になってからも５回実施

しておりますが，間で私も，これ同じパターンで訓練するの，何の意味があるんでと

いうような質問をしたと思うんですが，町長，さっき成果では触れられておりません

が，同じパターンでする意味はどこにあるんですか。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 全町一斉で町民を巻き込んでとか，一緒になっての防災訓練

ということで，パターンが同じというようなところはあります。ただ，東北大震災の

ときでも，小学校によりますと，毎年防災訓練，避難訓練をずっと続けていたという

小学校では，誰一人被害に遭わずに小学校から避難できたというようなこともござい

ます。先ほども申し上げましたが，頭の中で根づかせるっていうことは必要なんじゃ

ないかっていうふうに思います。訓練のバリエーションについては，少し，役場の職

員が訓練，また町民が必要な訓練というのも考えまして，バリエーションについては

検討したいというふうに思います。令和５年度につきましては，消防防災ヘリの人命

救助，輸送，それから陸上自衛隊に実際に行動していただいて，災害の把握から災害

対策本部への伝達，そういったことについて訓練を進めていきたいというふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 私の質問の意味が分かってないかなと思うんですけれども。
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毎回続けることは，これは非常に大事なことですが，私が言よんは，９月の第１日曜

日の，はっきり言うて10時，ワンパターン，そこなんです。例えば季節を変えるとか

時間を変えるとかしておかないと，子供も親もおる日曜日に訓練しとったら，これ，

いざというとき，日曜日に起こる確率，前もこれ言いました。日や時間を変えてやっ

とかなんだら，これはもう困ると思う。国の防災の日っていうのは日が決まってます

から，曜日が変わっていくんです。これ，前にも言いました。僕はジェーン台風の日

に合わせてもどうかと思いました。いずれにしても，今年，自衛隊とかああいう，ほ

ういう意味でなしに，いろいろな場面を想定してしてほしい。これ，これからも，こ

れ，例年って言うじゃないですか。お答えください。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） このあたり，前広く周知をしてというような，ブラインド訓

練というんはあるんですが，協力，また参加していただけることも考えますと，ある

程度の人には諮って決める必要がありますが，曜日，日にちを変えるということは，

不可能ではないと思っております。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 不可能どころか，県下では，夜にしたり，もういろんなパタ

ーンを既にやっとんですよ。不可能とかというほんな大きな問題じゃなしに。ぜひと

も，これしとかなんだら，町民がもう調べとんですよ。一斉清掃の日なんか集会所行

かんか。もうじきにサイレンが鳴るわ。これ訓練とちゃうんです。ただ，もう役場が

することが同じパターンだからそうなるですよ。ぜひとも，最初は参加者が少ないか

も分かりませんが，町が皆の意見を聞くとか，そういうのも大事やと思うんやけん

ど，今まで起こった大きな災害を見ても，私，災害が起こったとこ，ほとんどのとこ

へ行ってますが，やっぱり訓練の必要性，これは今年の，立場は変わっても訓練には

参加しますが，どういうやり方をするか，見てみたいと思いますが，同じパターンで

やっていたら，最初，課長が言いました，被害以上のもんが私は出ると，これはもう

はっきり言っておきます。 

 それと，もう一点，この災害が起こりますと未曽有の大被害が出ます。私は平成

20年に防災基金を創設してはどうかという質問をしました。それについて，１回でも
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検討したことがあるのかどうか，町長。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 今までにも財政協議の中で話に出したというようなことはご

ざいます。被災後の貯蓄であるとか，また費用であるとか，それと今回，5年度に予

算化しましたが，防災公園ということで整備していく中で，その中で必要であれば基

金も積んでというように，私は考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 防災基金と防災公園と全く違います。防災基金と言ったの，

私４回，野上町長になってからも質問してます。これ，何でかって言うと，県にも防

災基金あります。上勝町ではもう20年ぐらい前から，私が１回目，質問したときに，

上勝町の議員さんはもううちはできてますよということなので，これも，私はふるさ

と納税の中で，そのお金の一部を充てて，財源がないんだったらそれも充てて基金と

して積立てたらどうかと思いますが。ぜひともこれ，検討っちゅうんは，たしか今議

会から定義が変わっとるようでございますので，町長，答弁をお願いします。ぜひし

てください。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 防災基金を積むことについては，今年の５年度に向けての予

算協議の中で話したという経過であって，５年度からになるか，次の年度になるかは

分かりませんが，基金の創設はいたします。 

 ただ，ふるさと納税を財源とするかどうかというのは，検討するところであると，

そう思っております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） これこそもうする方向でということで，ぜひともお願いした

いと思います。 

 次に，消防常備化の行方です。 

 これは，所信で非常に困難な状況になっていると述べております。それは何かと聞

くつもりでしたが，１番議員への答弁で，県の指導で徳島市から小松島市へ，担当者
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で協議を進める。春木政策監からは，東部地域で広域化を進めているが難しい。この

２人の答弁，これは私は次元が違うと思います。町長は一昨年の所信で，未整備町村

の先頭に立って取り組むと，はっきり力強く述べておりましたが，ここで聞きますが

一度でも先頭に立ったことがあるのか。徳島市長に直接に申し入れたことがあるのか

どうか。もし申し入れたんであれば，どういう反応であったのかどうか。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 県が進めている協議の推進の方法として，まず小松島市にと

いうようなことの提案がありました。それで，小松島市長には，直接出向きまして，

お会いして，そういったことをお頼みしたというような経過がございます。そして，

今，事務レベルでの協議を何度かやっているというところです。徳島市長について

は，そういった件ではございません。立ち話等でした経過はありますが，あまり乗り

気ではなかったというところが本音でございます。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 徳島市長には話をしたことがないって，非常に私は残念で

す。徳島市に元副町長の折野さんが行っております。令和元年６月に，防災危機管理

部長のときにここに来てくれたときに，常備化については県が先頭に立ってまとめて

いくというような話がありましたが，部長が替わった途端にもうがくっとトーンダウ

ンして，徳島市にも寄りついていないっていうのが現実です。小松島市については，

私も何回も担当で行きました。消防長とも直接お話ししましたし，議長になったとき

も，直接議長室に行って，当時の議長にお願いした経緯もございます。その後，町長

も副町長も，県も入って，行って，小松島市は無理だっていう判断を一旦してるんで

す。それにもかかわらず，県がまたぶり返して，小松島市とどうですかっていう，ち

ょっと県の方向も分からんのですけれども，これ，春木さんには聞きませんが，県は

トーンダウンして，町長が先頭に立って動いてたことが私はないと思いますが，折野

さんが来たときに，南海トラフに地域の消防力では対応不可能，はっきり，これ県の

書類にも書いてあります。そういうことがはっきりしているのですから，常備化を絶

対にしなければならない，消防本団もずっと言よん。消防本団ももう，やっぱり住民

を守る上から，今の消防団だけではとても守り切れないということで，もうずっと言
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ってます。それができていない。 

 もう一点，聞きます。町民参加の常備消防推進協議会があるんですけど，これ，最

終，いつやられましたか。ここらの経緯，協議してますか。 

○議長（美馬友子君） 中瀬総務防災課長。 

○総務防災課長（中瀬弘晴君） 会議の開催，日のほう，持っておりませんので，開

催は最近はしてなかったと思います。講演会という形では１度開催をさせていただい

たというような状況であるというふうなところでございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） そうなんです。開いていません。これ，要綱の第５条で，年

に１度は開催する，必要になったらその都度開催する。少なくとも１度は絶対開催せ

ないかん，どんな状況であろうと。それから，要綱，総務防災課がつくってるんです

かね，これ。前回は３年12月23日，実は私，通知がなかって出てません。口頭でも文

書もなかったけん，出てません。１月の出初めで聞いて，見たらタブレットに入って

ました。これ，私のミスと思って総務防災課には言いませんでしたが，もう１年３か

月，全く開けてません。これはいかに常備化に向けてやる意識がないかということと

思いますが，これ，新年度早々にも開いて，今の状況だけでも伝えてください。こ

れ，総務防災課長に質問していない，町長，答えてください。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 会議につきましては，５年度には開催するということで努め

させていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 会議もそうなんですが，常備化は，町長，これ，公約ですか

らね。最初の初陣のときの大きな公約なんで，相手があるから進まないのも理解はで

きるんですけれども，少なくとも徳島市長に１回ぐらいは話，正式に言ってほしかっ

たと思います。小松島がどうなるか。小松島の人員の対応ではまず無理と思います。

私はそういうことで，私が行ってたときも，今の人員で勝浦を抱えることは無理だと

いうことははっきり言いました。それが多分変わってないと思いますのが，町長，こ

れ公約ですから，会議も開かないような状態でなしに，やっぱり非常に大事なことな
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んで，進めていただきたいと思います。これ以上言うても無理なんでやめますが。 

 同じような質問で，避難所，これ，私がこれを言ったのが令和元年のひな会議，取

りあえず避難誘導看板をつけてほしいって言いました。これ，今，画面に出てます

が。ついたのが避難所の表示板っていうんですか，これが，先ほど総務防災課長が勝

浦は津波はないって言いましたが，ここ，津波の避難場所にもなってますが。こうい

うことになるんですね。町長に聞きます。これ，コロナコロナで遅れに遅れて，作っ

たのが表示板ですが，町長，これ，こうなった経緯だけでも教えてください。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 私が想像していたのは，もう少し，町内の人が避難場所，こ

こっていうのは分かっていると思います。それから，どういったことでの避難かって

いう，表示っていうのは，あってもそれはミスかなというふうにも思います。ただ，

全体の避難場所，あるいは避難所っていうあたりは，町外から来ている方に向けて知

らせるっていう，定番かなというふうな認識ではおりました。ただ，事業を進めてい

く上で担当者の誤解があったのかな，それでこういうふうに進んでしまったというの

が事実じゃないかなというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） これ以上は言いませんが，今年初めて予算で避難所の誘導

板，２か所，予算化されました。これ，もう聞きませんが，ほかにも全部するところ

あると思う。総務防災課長，分かっとると思うんやけんど。ぜひとも町外の人に，地

区外の人はもう多分分からんと思いますわ。星谷のお宮の上に上がったところが避難

所だよっていうのは，消防関係じゃなかったら分からんと思います。そういうことじ

ゃなしに，どこにおっても近くの避難所に逃げれるように，せめて誘導板だけでも，

今回，２か所しか予算してませんが，つけてください。これも県下ではほとんどつい

ているって。ついてないのは勝浦だけとは言い切れませんが，新聞に大きく報道され

ましたんで，ぜひとも補正予算でも対応していってください。 

 もう一点，私，小学校の卒業式に行って，小学生の卒業生の言葉，将来，役場で働

き，災害から町を守る。日本一災害に強い町にしたいと。これはすごいと思いまし

た。ほれだけ勝浦の消防に私は危機感を持っているのかなと，反面，思いましたの
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で，せめて，防災監も来てますので，県内レベルだけには近づけてください。これで

防災関係を終わります。 

 次に，県道新浜勝浦線工事の経緯と完了見込み，建設課長にまずお聞きしたいと思

います。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 県道新浜勝浦線星谷工区でございます。平成29年度から

側溝工事が始まっており，令和６年３月末の完成を目指しておると県から伺っており

ます。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） この路線については，おかげで着々と予算もついて進みまし

た。ほんで，これ，前にも課長に聞いたんですが，本会議で聞きたいのは，今までに

どのぐらい工事費がかかっとんか。もう概要で，答えれる範囲で結構です。 

 それと，もう続けて言います。この写真で見たら，私が聞いてるのは，左側に側溝

がついて舗装をして完了ということと聞いとんですが，それでよろしいんでしょう

か。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） これまで総工事費ということで，県のほうにも確認をい

たしましたが，残念ながら回答はいただけなかったというところでございます。県の

ホームページ等で入札公告等が閲覧できますので，そのあたりから推測いたします

と，メーター50万円程度はかかってるんじゃないかなというふうに推測をいたしてお

ります。 

 それから，側溝工事，写真の北側については，側溝を整備する。また，既設側溝に

ついて，かさ上げ工事を実施し，それから舗装をするというふうに聞いております。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） メーター50万円というたら約３億円。3,000万円じゃない

な。県も前も聞いたんやけど言うてくれなんで，これ以上は聞きませんが，３億円ぐ

らいかかったんかなと思います。それはそれでもう結構です。 

 続いて，了仙寺工区っていうんが出てきたん，これ，私が最初から要望した工区で



- 74 - 

はなかったんですけれども，たしか予算は４年度の予算って聞いとったんですが，ち

ょっと遅れているのかなと。課題が解決して，今後どういう工事に進んでいくか，そ

こら，概要で結構ですので。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 了仙寺工区でございますが，星谷工区と同様に南側への

拡幅工事を予定しておるということでございます。施工延長としてはまだ100メータ

ーで，南側へ３から４メーター程度の拡幅計画であると伺っております。用地取得も

終わり，本年秋頃から工事に着手できる見込みという予定でございます。課題等につ

いては，現在のところは特にないと思っております。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 聞きますと，課長も用地関係で大分汗を流してくれたよう

で，この点については大変ありがとうございました。 

 最後に町長に聞きますが，前にも言いましたけれども，この新浜勝浦線，新浜から

勝浦の横瀬までつながってこその路線名であったんですけれども，少なくとも今山の

端から横瀬の横瀬橋まで，今，路線になっておりますが，まだまだ未改良区がありま

すので，これはもう続けて工事していかなんだら，道としては成り立ちませんので。

特に黒岩，今山に向いて，今後も要望していっていただきたいと思いますが，町長の

決意をお願いします。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） こういった事業については用地が非常に大事だと思います。

今回，担当課のほうでも大分骨を折って，何とかできたというふうに思います。これ

の事業が進むに当たり，毎年，勝浦担当の東部県土整備局に要望活動を続けておりま

すが，今回こういうことで，５年度で事業着手になったら，５年度からはもう少し，

また，議員おっしゃるように東進，東のほうへ進んでいくようにということで要望を

していきたいというふうに思っております。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 町長の言うように，用地が一番です。私はかかる前に関係者

の承諾書を全部，私一人が取ったんではありませんが，役員さんと一緒に二十数件，

全部判を押していただいたおかげで県が認めてくれたような気がしますので，これか
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ら東に向いてもそういうことになるかと思いますので，関係者の協力，またご理解を

私のほうからもお願いしたいなと思います。 

 次に，星谷橋の架け替え工事の着工と完了見込みとしてますが，今年の所信でも予

算でも，今年は詳細設計をして用地測量，補償物件調査を進めるということで，

4,400万円計上がされております。前も言いましたように，架設後70年以上が経過し

ておりますので，早期に着工を地元は待っておりますが，今時点で分かる着工，課長

のほうからお答えください。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 着工の予定ということですけれども，今年度，用地測

量，基礎調査を進めまして，来年度，用地を取得をしてまいりたいと考えておりま

す。着工につきましては，令和７年度から着工という形で考えておるところでござい

ます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） これも用地について担当が何回も足を運んで，まだ全てとは

多分いかないだろうと思いますが，一応令和７年からかかられるということで，これ

は地元にも言ってもいいことなんですね，一応予定ということで。これ，前にも聞い

たので聞くんですが，仮設道路の関係で，これも地元からよう聞かれるんですが，こ

れ，昨日言って，前にもこれ，議会で出したことがあるんですけど，岩屋谷川の河口

口でございますが，ここに橋を架けなければ，橋の工事で農地が別れますので，多

分，ここに仮設が架かるようになるようになると思うんですけれども，ここに架かる

理解でいいのかということと，これも着工してから架かるのか。多分，着工して架か

ると思いますが，どうなんでしょうか。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 現在，橋梁の詳細設計を進めておるといった状況でござ

います。橋台の設計が完了し，橋台施工時，掘削時の影響範囲が決まれば，架設計画

を考えていくということとなります。実際には，橋梁下部工につきましては８年度以

降というふうに考えております。 

 それから，架設計画，仮橋の写真を載せていただいておりますけれども，仮設道に

つきましては，経済性も考慮するため，仮橋と決まっている事項ではないということ
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で，そのあたりについては，今後，経済性を考えながら架設計画を進めていくという

ことでご理解をいただけたらと思います。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 分かりました。必ずしも橋とは限らないということですね。

分かりました。 

 それで，町長に最後に聞きますが，これ，町長，２期目なんですけれども，私の想

定では，町長を続けても４期目ぐらいにできるのかなと思うんですが，町長は完成見

込みがどれぐらいと見てますか。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 財源の国からの補助等のつきようにもよってくるかと思うん

ですが，今の計画では，担当課のほうから上がってきているのは，令和13年度に，旧

橋の撤去も含めて完了するのでなかろうかというように聞いております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 私が84歳頃ということでございますので，橋が見えるかどう

か，今から心配でございます。それでは，この件についてはおきます。 

 次に，農業振興のまちづくりで，もうこれも最後の質問になりますので，あえて今

までも質問したことを聞きますが，今，基幹産業にとって重要な課題は何と何でしょ

うか，課長にお聞きしたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 上村農業振興課長。 

○農業振興課長（上村和也君） 勝浦町の基幹産業，重要課題についてのご質問です

が，温州みかんの重要課題についてお答えいたします。 

 やはり課題として，みかんの品質の確保と担い手の確保が重要であると考えます。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 品質はブランドのとこで言うんかなと思うたけんど。担い手

と，あえて言うたら耕作放棄地をどうするか。町長は，これ，所信の中でこうやって

言うとんです。担い手不足に対しては，直接支払制度や次世代育成資金を生かし，農

地を継承する。省力化については，ＩＣＴやＡＩを活用した研究に取り組むと言って



- 77 - 

おりますが，私から見れば抽象的で具体性がないんですけれども。品質はともかくと

して，担い手不足と耕作放棄地について，町長はどういう施策を考えておられるか，

お聞きしたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） なかなか担い手って言いますと，みかん農家，その農家に後

継ぎ等がおれば大丈夫なんですが，でない人はなかなか難しい。ただ，最近ではある

程度の年齢に達した方が，都会から帰ってこられて自分の家の農業を引き継ぐという

ようなことも，例として見られるようになってきました。また，みかん価格，またみ

かん栽培についても，最近では将来が見えてきたのかなっていうふうに思っておりま

す。こういったことで，かんきつアカデミーの卒業生とか，そういった方に，勝浦町

での農業をやめられるというような農家とのマッチングっていうのを進めていこうか

というふうに考えております。耕作放棄地，既に放棄地になっている農地をなかなか

元へ戻すというのは非常に労力がかかる。また，みかんもそこである程度，一定の年

数がたったものについては植え替えしかしょうがないんかなというところで，なるべ

く今以上の耕作放棄地を増やさない対応っていうことになりますと，やはり担い手を

そこの農地で見つけていくということが必要になってこようかと思います。国の次世

代育成資金もありますし，また町での補助事業もあります。そういったものについ

て，幅広く周知して，活用していくというようなことと，ずっと後継者について，町

外からも求めていくというようなことを繰り返していかなければならないのかなとい

うふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 今，聞く限りには，具体的な施策はないという判断に尽きる

と思いますけれども。ただ，それはそれとして，耕作放棄地になっているとこはもう

元に戻らない。言い切ったら寂しい気がしますが，条件のいいところは私は残してい

くと。山で道もないようなところは，今も，私の地元でももう田んぼを埋め立ててみ

かんを植えているところ，何軒も出ています。非常に山の畑はいいんですが，とても

これから将来を考えたらできない。多分，これからそういうところが増えてくるのか

なと思っております。山の作業はきつくて，多分できない人がたくさん，私が見る限
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りもおいでます。そういう流れになっていくかなと思ってます。 

 次に，生き残りをかけたブランド化について。 

 今年のみかんの特徴と販売については，２番議員への答弁で，ＪＡ関連で約

1,000トン，価格については，Ｓ，Ｍで２月当初が大体4,000円ぐらいついてますが，

課長が答弁したとおりでございます。私はずっと前から，始まったときからです，こ

れは。ブランド化は段ボールじゃないでしょうと，中身でしょう，そういうことを言

い続けて，私はそのとおりみかんを作っております。 

 そこで，課長に聞いておきたいのは，今年の虎ノ門の販売についての概要をお聞き

したいと思います。 

○議長（美馬友子君） 上村農業振興課長。 

○農業振興課長（上村和也君） 虎ノ門の概要ですが，株式会社テレビ東京ダイレク

ト，虎ノ門市場を行うテレビ東京虎ノ門市場のテレビショッピング通販にみかんやみ

かんのジュースを卸しております。平成28年度から取引を開始し，７年目となってお

ります。関東ローカルテレビにて２回放送があり，電話注文やインターネットで購入

する番組です。今年度は３回出荷を行い，みかんのトン数が8.4トン，みかんジュー

スは260本を卸しました。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 8.4トンということは，10キロ箱で840，800個余りね。実は

私も初めて，これは私のほうから申し込みました。非常にいい条件でいいみかんが出

せるということでしておったんですけれども，残念ながら，今年はＳ，Ｍ，Ｌでなく

２Ｌに統一して出してくれということがございました。私自身，２Ｌはブランドと思

っておりませんので，非常に残念なんですけれども，一応，私で50箱，３回に分けて

50箱出しました。何ぼ売れたかはまだ分かりませんが，非常に条件はいいと思いま

す。そこらについて，虎ノ門の関係からは大きな問題はなかったんでしょうか。なか

ったということで，それ以上はもう聞きませんが，ブランドと言われる，私らが思う

とんはＳ，Ｍ，Ｌのその３つのサイズかなと思っております。私もみかん，これ，私

が品評会を撮ったんで，私が最終日，３月15日の出荷する前に撮った写真です。いい

のだけ選んだんではございません。赤秀，これＭでしょうかね。非常に日もちがよか
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った。私は取った後，予措してます。予措っていう，みかん農家の方は分かると思い

ますけれども，７日か10日間，水分を飛ばしておりますので，私はそういう成果で非

常に長くもったのかなと思っております。自慢でないですけど，最後までひんけのみ

かんはございませんでした。私が1,250箱，東京市場に出しております。赤秀を分け

て優品率が，私は78％ございました。おかげで今年は思った以上に売上げが上がりま

した。自慢ではないんですけれども，ブランドっていうんは，出荷も私は一つ一つや

ってます。機械でサイズを選って出荷の箱に入れるのは，一つ一つ，全部チェックし

てます。非常に手間がかかりますが，やっぱりほういうことをしていかなんだら，い

い品質はできないと思います。 

 課長は今年，予算で糖酸度計って言いましたね。そのことを言われましたけれど

も，概要で結構ですので，どういうのか答えてください。 

○議長（美馬友子君） 上村農業振興課長。 

○農業振興課長（上村和也君） 糖酸度計ですが，令和５年度の予算に統一段ボール

助成に替わる補助金予算として糖酸度計購入補助金の予算を計上しています。これ

は，以前の農業振興対策事業のメニューにもあった糖度計購入補助金を発展的に計上

するものです。目的として，貯蔵管理の参考，指標の一つとして，糖度だけでなく酸

度にも目を向けてほしい。農家のレベルアップ，品質の向上につなげてほしいとの思

いから計上しています。補助期間は令和７年度までの３年間を予定しております。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） ありがとうございます。やっと品質向上に向けた施策の一つ

かなと思って，これはこれで期待をいたしております。 

 品質の還元と言うて，２番議員さんの答弁に体質強化と浮皮防止のジベレリンの散

布は答えられていました。これはもう既に使っている方は使っておりますので，これ

はこれで広げてほしいなと思います。 

 町長は，初めての所信で，高品質なみかん栽培に支援を強めると述べておりまし

て，今年の所信を見ますと，統一段ボール，宣伝効果についてはあえて判断し難い，

今までと違う所信表明が書かれておりましたけれども。町長も分かっているように，

品質向上をしなければブランド化は成り立たないと思いますので，町長，最後に思い

だけお願いします。 
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○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） みかんのブランド化ということで，私も職員の時代から，ま

ず手始めにということで，統一段ボールを手がけてまいりました。今になって，おお

よそそれがある程度浸透してきたんかなというふうにも思います。出荷していく，販

売する関西圏，または首都圏に向けてのＰＲも少しずつ進んできているのかなという

ふうにも思っております。議員おっしゃるように，そこにはやはり優秀な品質のみか

んが出荷されるということが，これからも絶対条件であろうかと思います。なかなか

行政としてそういったことに取り組むというのは，非常に知識，またそういった人材

力っていうのもあるんですが，できるところから一つ一つ，農家の支援になるような

ことをやっていきたいと思いますし，農家にも丁寧なみかん作りをお願いしながら，

勝浦熟成みかんっていうのをつくり上げていってもらいたいと思っております。そう

いったことに対して，支援できることについてはやっていきたいという思いでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 非常に明確な答弁をいただきました。ぜひとも続けてほしい

と思いますし，課長に一つだけ頼んでおきますが，出荷前の目ならし，これ，虎ノ門

のときに，多分初めてやったと思うんですが，目ならしをするということで，私はい

いことやなということで，私も参加しました。中にははっきり言って問題もありまし

たので，虎ノ門だけじゃなしに，専門員による目ならしはしてください。私らの地元

でもそうなんですけれども，自分の感覚で選んでおる。自分ではこれがいいと思っと

んですが，私がいいとは言いませんよ。私も目を肥やすためにも，出荷前に品質の目

ならしをせなんだら，市場は分かりますよね。この人は選別が悪い，この人はきっち

り選別しとる人もおる，全部内輪では分かりますので，出してる人は分からんので

す，自分の感覚で出荷しますので。機械からそのまま箱に落としとる人もあります。

これではまず選別はできないと思います。課長，答弁なしでぜひやってください。お

願いします。 

 次に，時間が押してますので，観光・交流について。 

 私は前回も言いましたけれども，急がれる道の駅周辺整備。これは，１番議員の質
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問にこう答えました。課長は，庁内でプロジェクトチームを立ち上げ協議し，地元で

ワークショップで意見を聞く。そのスケジュールは分からない。６年度に向けて基本

構想を作成するとの答弁であった，私の記憶では。そうですね。間違っていたら言っ

てくださいよ。しかし，これ，町長，２期目の最大の公約なんです。１年目のとき

に，去年の３月に，予算が全くないと，ほかの同僚議員も言われてましたけれども，

こういう，今年プロジェクトチームを立てて６年度に向けてになりますと，１年遅れ

が２年，３年，これ，とても任期中に足がかりさえできないんじゃないかなと思って

おりますが，町長，この目玉の公約に対してどういう考えをお持ちか，聞きたいと思

います。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 道の駅の周辺整備につきましては，前に，道の駅が出来上が

ったときに，ワークショップ等を行って，いろんな意見が出てきて，ただこのときは

いろんな財政面のことであるとか用地，そういったものの状況からいいますと，全て

を網羅することはできないというような以前の経過があります。これを考えてみます

と，もう少しきちっと練ったものを出していき，こういったことでぶれずに進めてい

くというような計画の推進っていうのが必要でないかというふうに私も思っておりま

す。ただ，今，周辺でいろんなイベント，それからビッグひな祭り，そしてさくら祭

りと続きますし，道の駅でも道の駅マルシェっていうのを開くと，非常に多くの来場

者があるというのも事実でございますので，そういったことも踏まえながら，先に対

応できるようなことについては考えていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 私，これ，総務防災課でやるっちゅうことに，ちょっと疑問

を持っとんですが，それは防災機能を持たせる，これ，多分防災機能を持たせること

で，有利な補助制度がもらえるんかなと思っとんですけれども，内容は多分そうでな

いと思うんです。ほんで，１番議員の答弁の中にも，子供が遊べる公園，恐竜化石を

生かした公園，いろいろ，はっきり言うて観光・交流の分野になると思うんですが，

私がどの課にせえとは言いませんが，少なくとも町長の大きなプロジェクトと思うん

ですが，大体どれぐらいの規模で考えとんか。もう今の思いだけで結構です。 
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 それと，もう一点，聞きたいのは，今の既設の人形文化交流館や駐車場は，この周

辺整備に含まれているのかどうか，その２点についてお聞きしたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） これからまだいろいろ検討して，議員の皆様にもご意見なり

をお伺いするようなこともあって，決めていくことっていうふうに思っております

が，私の中で頭の中に思い描いているのは，生名神ノ木線から東に向かって，今ある

人形文化交流館の駐車場，そこの範囲で取得できる用地に対して整備を考えたいとい

うふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 非常に広範囲の中で考えとんですけど，当然，既設の交流

館，駐車場も含まれるということで，これはそうしてもらいたいと思います。ってい

いますのは，はっきり言って，今の人形文化交流館，駐車場，多分，今のままで持ち

切れない。そうなりますと，契約ではもう更地に返さなければいけないということに

なっております。コロナ禍の中で，土地代をまけてもらいに行きました。三顧の礼で

ないんですけれども，３回ぐらい頭を下げに行って，快くではありませんが，全て

の，五，六軒あるんですけれども，もう事情を酌んでくれて，まけていただきまし

た。ただこれは１年限りだよっていうことで言われてますので，今年は普通に支払う

んですけれども，ボランティア団体で年間300万円近い土地代はまずこれからは無理

です。そういうことがありますので，あえて，どの範囲にかかっているか申し上げま

したので，町長の考えの中に入っているということで，そういう方向でお願いしたい

なと思ってます。 

 次に，美女と野獣でさらなる活性化。 

 私がこの議会で美女と野獣という言葉を使ったのは，平成31年でございます。ひな

祭りの31回のネーミングでつけましたので，おひなさんと恐竜を生かしてイベントを

打つということで，その相乗効果があるかなということで，今年のオープニングに

は，副知事と勝浦ネットワークの勝浦市長，那智勝浦の町長さん，初めて３つの勝浦

の首長が寄っていただきました。大変喜んでいただきまして，これから，勝浦市につ

いてはビッグひな祭りを復活しておりますので，私も個人的にでも千葉のほうに行っ
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て，実は共同で作った曲がありまして，今，勝浦で使っているＣＤ，あれを勝浦市

と，これは前，町長に頼んで持っていっていただいたことがあるんですけれども，こ

の前，市長に渡しました。また，その説明をかねて１回行きたいなと思ってますの

で，また町としてもご支援を，後押しを願いたいなと思っております。 

 私が言いたいのは，今，ひな祭り，去年と比べては２倍程度伸びてます。福祉施設

の来場も復活して，ただコロナ前までには至ってはおりません。これが限度かなと思

っとんですけれども，今，外国客も増えてます。この末にはハワイから団体客が36人

ぐらい入ると聞いてますし，台湾からもインバウンドで団体客のツアーが組まれてい

るということで，インバウンドが復活するのであれば，将来は明るいかなと思ってお

りますが，何分，運営団体が高齢化で，受付に90歳２人もいてくれなかったら運営が

できないというような，非常に厳しい実情があります。これはこれでまたお願いする

ときもあると思いますが，町長さんは立ち上がりのときからひな祭りには参画してい

ただいておりますので，実情はよく分かっていただいていると思いますので，ひな祭

りの今後についてどういう形にするか，ここで町長に一言だけお願いしたいと思いま

す。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） ひな祭り自体の会場設営，また運営っていうのが，今，議員

がおっしゃるように，高齢化によってなかなか非常に厳しい状態になりつつあるとい

うように思っておりますが，近々の土曜日，日曜日とかで，毎日の出し物とか，いろ

んな芸能というようなのをされている。そういったことについても，楽しみにしてい

る方もいらっしゃるというふうに思っております。そういった意味では，町内のコミ

ュニティーだけではなしに，いろんなところの人が楽しんでいただけるイベントかな

というふうに思っております。そのために，いろんなところからの手伝い，ボランテ

ィア，そういったところの人材が必要でないかというふうに思っておりますので，そ

ういったことについても，町として支援ができるようなものについては考えていきた

いなと。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 私もこのひな祭りに35年間，関わっておりますが，これはも
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う道の駅，よってネ市，さらにはふれあいの里，ましてや農産物を出荷している農家

の方にも多分影響すると思いますので，何らかの形では続けていかなんだらいけない

イベントかなと思ってますので，町長もいろいろな形で支援していただけるというこ

とで，また期待もしたいなと思います。 

 次に，野獣の恐竜について，時間が押してますので，まとめて聞きますけれども，

新年度から新たに協力隊員を採用するということで，私は非常に期待をいたしており

ます。この人は，はっきり言えんとこもあると思うんですが，どういう資格を持っ

て，どういうことを期待して，今のプロジェクトマネジャーとの連携とか，役割分担

はどうなるのか。プロジェクトマネジャーの後継者的立場でもあるのかどうか。これ

は言える範囲で結構ですので，教育長か事務局長にお聞きしたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 石木教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（石木正昭君） 今回，新たな地域おこし協力隊，募集をかけ

ておりますが，募集要項では，必要な資格，スキル等としまして，必須というわけで

はございませんが，大学または大学院で地学を専攻した方，または古生物学を専攻し

た方が望ましいということでさせていただいております。役割と期待するところでご

ざいますが，恐竜関係の知識等を生かして，教育面を含め，本町の恐竜たちのまちづ

くりに取り組んでいただきたいと考えております。具体的には，発掘体験事業への参

画等，恐竜フェスティバルでの取組，各学校で実施しておりますふるさと学習への参

画，徳島県が行っている発掘の支援等を担っていただきたいと考えております。 

 プロジェクトマネジャーとの連携，役割分担でございますが，地域おこし協力隊委

員，町外からの着任ということになりますので，まずは勝浦町になれていただくこと

が重要であるかと考えております。しばらくはこうした点を含めて，プロジェクトマ

ネジャーから業務の指導を受け，恐竜フェスティバル等，実際の現場で業務を行いな

がら，勝浦町の状況を含めて，業務への理解を深めていっていただき，やがては１人

でも業務を行えるような状態に持っていきたいと考えております。 

 新たな協力隊員でございます。先ほど申し上げましたように，しばらくは業務な

り，勝浦町になれるということで時間をいただくようになると思いますが，頑張って

取り組んでいただき，やがては独り立ちできるような格好でというところで考えてお

ります。 
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 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 隊員になることによって，恐竜化石によるまちづくりがさら

に伸びていくものと私も確信をいたしております。これも，小学生の卒業の言葉に，

恐竜の学芸員になりたい。勝浦バリオニクスを発掘したい。具体的に。勝浦バリオニ

クスというのは今のところいないと思いますが，バリオニクスというのは，多分恐竜

がおるんでしょう。これは，私，こういう考えをしとんの何人もおるんかなと思いま

す。これが教育の成果と，ある意味，思っておりまして，町内でそういう方が育てっ

てくれたら本当にありがたいなと思っております。 

 恐竜を，私はもっと観光のほうにも生かしてもらいたいな。今も観光にも関わって

いると思いますが，今，画面出しておりますけれども，恐竜の里勝浦という資料展示

コーナーを設けております。ここにはかなりの恐竜の資料がございまして，もう非常

に新たな展示コーナーということで好評であります。私は，できたら，図書館でもや

られとんですけれども，ゴールデンウイーク以降，１か月近くこの会館は開いてます

ので，もうできたら，ある程度，恐竜コーナーを固定して，年間を通じてできんかな

と。展示コーナーがあって，化石発掘体験があるということで，たちまち大きな施設

っていうのもはっきり言って無理でありますので，今ある施設の活用として使えたら

いいんかなと思いますが，町長，どうでしょうか。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 恐竜を生かしたまちづくりで交流，また観光というような面

で，私もここの人形文化交流館，今回，裏も拝見させていただきました。いろんなア

イテムがそろってきているなというように感じました。こういうものが揃うと，小さ

いお子さん，また小学生なども来て楽しんでいただけるよう，そのあたりも検討をし

まして，今回，そういったことをやるのかどうかっていうのも含めての検討をさせて

いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 検討という言葉が出てきましたんで，実施に向けてという解

釈がございますので，ありがたいなと思っております。 
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 最後になりますが，協働によるまちづくり，これはもうずっと言われてきました。

私が見て残念なのは，所信で協働という言葉が出てこないんです。前町長は，１回の

所信で十何か所，私，１回数えたことがあるんですけれども，出したことがあります

が。町長は必要性は感じていると思いますが，もう時間が押してますので具体的に聞

きませんが，町長が協働についてどういう意識を持っているのか。今，どういうイベ

ントや行事でこれが実践されていると考えてますか。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 協働っていうニュアンスですが，私は，自治体，行政が行っ

ている事業に対して，関係団体がその会の目的なりを達成するに，価値あるというよ

うな物に対して一緒になってやっていく，で相乗効果を高めるというようなことで考

えております。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 非常にえらい大変抽象的でありますが，はっきり言うてこの

意味は十分分かってると思います。私は町の行事には，みんなの運動会もそうやと思

うんです。あんだけ町民が動いてくれて成り立っとう一つのイベント，マルシェにし

ても多分そうだと思うんです。行政だけではもうできる時代でありません。ただ行政

は知識を持ってますので，ある面では町民を指導していく。例えば国の制度を取って

くるんも一つの方法だと思うんですが，もうこの協働なくして町は成り立ちません。

絶対成り立ちません。これを聞きたかったんですが。前は町長が率先してボランティ

アを，職員に呼びかけて，前に，見ましたけれども，河川や堤防のごみを日曜日に拾

ったことがあります。今，福祉施設では，毎年，道の駅周辺などのごみ拾いやってま

す。車を置かせてほしいって許可まで取ってきますので，どうしたんでって言った

ら，もうそこらのごみを拾いたい。ぜひとも，職員もそういう形で町民の中に参画し

てほしいなと思います。 

 ここで企画交流課長に聞きますが，そのいい例が，県の事業にとくしま農山漁村

（ふるさと）応援し隊っていうのがあるんです。町と村，協働で元気に。これって，

課長，概要で結構ですので。 

○議長（美馬友子君） 寺尾企画交流課長。 

○企画交流課長（寺尾由美君） 農山漁村（ふるさと）応援し隊事業です。 
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 議員のおっしゃるとおり，徳島県が調整，マッチングを行っている事業で，地域貢

献や社会貢献に前向きな企業や大学などを協働パートナー，それから応援を求める農

山漁村地域の団体をふるさと団体として登録を行い，イベントの準備や農作業などを

協働で行うもので，平成22年度から事業が開始されております。現在の登録数として

は，協働パートナー，それからふるさと団体も50以上の団体が登録しており，勝浦町

内での活動としましては，ふれあいの里さかもとでのひな人形の飾りつけや花壇の整

備，それからさかもとマラソンコースの清掃，それから勝浦井戸端塾とかひな人形の

仕分作業など，大学生や民間企業の方々が，町のほうにおいでていろいろ活動をされ

ております。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 先週の16日にこの会があって，団体の活動を報告してほしい

ということで私も行きました。ちょうど勝野副知事も来ておりまして，副知事さんは

もう自らこのボランティアに参加しているということで，お話がありました。ひな祭

りも，この制度によって毎年50人ぐらい，手伝っていただいて，もうこの人たちがお

らんから人形の引取りはまずできません。その中には，もちろん県の職員，会社員，

国の農政局の職員もおります。残念ながら，町の職員はおりません。目的から言うて

どうかなっていうこともあるんですけれども，やはりちょっと寂しいなっていう気も

いたしますので。それから，ボランティアとかこういう協働にはできても，参加を今

以上にしていただきたいなと思ってます。 

 もう時間が押してますので，聞いてあることを割愛する，課長さんには失礼だと思

うんですけれども。 

 最後の任意団体の育成というところに入りたいと思いますが，今回，私は婦人会と

愛育班の組織について，非常に心配をいたしております。私の地元でもそうなんです

けれども。それで，まずは教育委員会の事務局長に聞きたいんですけれども，婦人会

の最盛期の人数と現在，地区別でなくて結構です。 

 それと，休止している団体があると聞きますが，それがあるのかどうか。お願いし

ます。 

○議長（美馬友子君） 石木教育委員会事務局長。 
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○教育委員会事務局長（石木正昭君） この年が隆盛期かどうかということは言えな

いんですけど，平成３年度の会員数，確認できておりますのでご報告させていただき

ます。支部別の人数，確認しておりますが，時間の関係で割愛させていただきます。

平成３年度ですが，婦人会の会員数，合計1,193人です。合計が1,193人。こちら，令

和４年度の会員数となりますと396人です。797人減少しております。率にしまして

67％の減少ということになっております。 

○教育委員会事務局長（石木正昭君） 黒岩地区が休会，その当時ありました立川地

区は棚野地区に統合という形になっているということで確認しております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） ありがとうございました。まさかこんだけ減っているとも思

いませんが。 

 教育長に聞きますが，婦人会に期待するものと，こんだけ減った要因は何と考えて

ますか。 

○議長（美馬友子君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） 確かに今，減少の要因として私が考えておりますのは，や

はり人口の減少，高齢化，あるいは女性の就業率が高くなったことなども影響してい

るのではないかと考えております。 

 婦人会に期待しておるものですが，私，教育委員会ですので，学校教育をやはり期

待しておるのは，本当に具体的に言いますと，勝浦らしい取組を婦人会にはお願いし

ておりまして，その代表例といたしまして，私は体育祭での中学生の勝浦音頭，あれ

には婦人会の方のご指導もありまして，3年間，体育祭前には必ずおいでいただい

て，指導し，あのような形で，ちょっとこの節は体育祭も見ていただけてないんです

けれども，本当に中学校３年生の男子ぐらいになると大人のような生徒が，にこにこ

しながら勝浦音頭を一生懸命踊りようるという姿を毎年のように見させていただいて

おりまして，婦人会の皆様への協力に感謝しておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 分かりました。 
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 それでは，続いて愛育班について，これも最盛期と，今どういう会員数になってま

すか。 

 それとまとめて，愛育班に期待していることをお願いします。 

○議長（美馬友子君） 長友福祉課長。 

○福祉課長（長友清美君） 役員さんである班員数を申し上げます。平成11年度の班

員が217名，令和４年度の班員が162名でございます。 

 また，愛育班に期待することということなんですが，今，愛育班，役割として，健

診の申込集約などを行っていただいております。また，こういうことを通じて，自分

の健康にも気をつけていただけると思っております。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 私が非常に心配しているのは，婦人会と愛育班，ほとんどの

方が重複した会員。私が耳にするのは，役員が回ってくるけんやめるとか，役員の成

り手がないって，これが一番よく聞きます。私は地元だけしか聞きませんので。私は

もうどうにか続けてほしいと。特に災害が起こったときに，やっぱり女性の活躍とか

非常に，私一緒に，防災訓練で２年に１回，炊き出しをしてます。私が防災の担当を

してますので。そのときも婦人会とか愛育班でなしに，女性の方に窯で御飯炊くのを

２年に１回やっとんですけれども，男が動いてもいいことなんですが，そういういざ

というときに，女性の組織がなかったらどこに言うていいやら，頼んでいいやら分か

らんという気もいたします。 

 ほんで，私は補助金のことも聞く予定だったんで，私から見る限り，愛育班にも補

助金が出てますが，人数によったりで割っとんだろうと思うんですけれども，皆が楽

しむレクとか，コミュニケーションを深めるところにまで助成をしていかないと，役

員さんはもう健診が非常に，最近は役場のほうがかなり入って，前と違ってしている

ようですが，それでも役員ができないから同じ人が回って回ってやってます。どうに

かもってます。もうほんで，今やったら区にもってもらいたい。区のほうに配るん

は，うちの場合だと組長なんです。組長さんに配り物をしてもらわなんだらできない

というような状態になってますので，これは一番地域で大切なコミュニティーだと思

います。町長，所信で初心に返って町民の声を聞くということを最後に結んでおるん

ですけれども，この２つの団体について，町を挙げて取り組んでほしいなと思うんで
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すけれども，町長の今の思いをお聞きしたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 議員がおっしゃるように，婦人会，また愛育班，両方の組

織，多分各地区で入っているのは，100％とは言いませんが，両方入っとる方がほと

んどで，入っておられない方は両方とも入っておられないんだろうなっていうふうに

思います。いろんな各地区のコミュニティー，そういったところでいろんな行事をす

る上で，婦人会に今までいろんなお世話になり，なかなかそれがこういった状態にな

るとできないというような状況になるんですが，議員がおっしゃるように，今以上

に，にこういった組織がなくなることによって，例えば独居老人とか，高齢者の世帯

とか，そういったところに目が行き届かなくなる地区になってこないかなというふう

な心配はいたしております。できれば今加入して，一生懸命に活動に精を出されてい

る方について，もう少し何か楽しい，あるいは入って有意義な，あるいは自分のモチ

ベーションが上がるような試みができないかというのは，行政としても考えていかな

ければならないと自覚いたしておりますので，またご指導，ご協力をお願いできたら

というふうに思います。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 今議会，議長が満を持して，大きな事件と女性参画について

の質問をされました。私は，男女共同参画，女性の活躍の場と言いながら，勝浦町は

やっぱり行政が遅れとるのかなと思います。これは行政任せでなしに，我々議員もと

もにこの課題に取り組んでいかなければ，この町のコミュニティーがなくなってしま

うんではないかと，非常に心配しております。危機感を持っております。ぜひとも，

今，町長さんがおっしゃったように，初心に返って町民の声を，特に女性の声を聞い

て，この２つの組織，再生させてほしいと思います。私はもう地元もいつ潰れてもお

かしくない状態になっていると思いますので，ほかの地区も非常に少ないところがご

ざいます。もうどうにか，どうにかつないでいる状態でありますので，ぜひとも町

長，先頭に立ってやってください。もう議員はついていくと思いますので，よろしく

お願いします。 

 時間が来ましたので，答弁をお願いしている方，一部割愛させていただいて，非常

に失礼でありました。私は半時間を置いてしまうつもりでおりましたので，ちょうど
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時間が来たようでございます。 

 年度末で退職される方もおいでるようでございますし，人事異動で替わられる方も

おいでると聞いておりますので，その方には大変お世話になりました。新しい人生，

新しい職場での活躍に期待して，９番国清一治，一般質問を完了いたします。ありが

とうございました。 

○議長（美馬友子君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 23日は午前９時30分から再開いたします。 

 なお，議員の皆様は，この後，熟尽会議を開催いたしますので，議員控室に10分後

にお集まりください。 

 本日はこれにて散会いたします。 

            午後４時29分 散会 
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